
夏の思い出に夏の思い出に
「はにわ」を作ったよ！「はにわ」を作ったよ！
　8月 7 日㈰、八女市岩戸山歴史文化交流館「いわい
の郷」で夏休み体験イベント「はにわづくり」が行わ
れ、15人の子どもたちが参加しました。子どもたちは、
はにわについて学習し、さまざまな形状のはにわを参
考に思い思いのはにわづくりに取り組みました。
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ふるさとの恵みと誇りを未来につなぐ
安心と成長のまち 八女
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掲載している催し等が変更になる場合
があります。市ホームページ、または問
い合わせ先で確認してください。

八女市企画政策課

d ボタン広報誌

FM 八女 お知らせ放送

@yamecitykoho

新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。

1日3回（7時・12時20分・20時）に放送します。

テレビをKBC（1チャンネル）に合わせ、
リモコンのdボタンを押して視聴します。

＠yamecity

広報 2022年（令和4年）9月1日号八女市 No.1233
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火災出火件数  0件 （26件）
救急出動件数 305件 （1878件）
救急搬送人数 300人 （1815人）

人身事故発生件数 118件 （447件）
傷　　者 159人 （572人）
死　　者 0人 （0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 61,005 (-42)
男 28,829  (-25)
女 32,176  (-17)

世帯数 25,468  (+21)
　※（　）内は前月比

出生 36 人 死亡 76 人
転入 133 人 転出 135 人

▼ 7 月の交通事故の状況

▼ 7 月の火災・救急の状況

▼人口と世帯（7 月31日現在）

▼ 7 月の異動

納期限・口座振替日
9月30日（金）
納税は、安全便利な口座振
替をご利用ください。納期
限内の納付にご協力ください。
遅れると督促料や延滞金が発
生します。※納付書の再発行
は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（3 期）
◦後期高齢者医療保険料（3 期）
◦介護保険料（3 期）
◦住宅使用料（9 月）
◦保育料（9 月）

9月に納めるもの

yamecity
YouTube

健康だより

黒木瞳さん監督作品「線香花火」上映会

新型コロナウイルスワクチン接種情報

令和 4 年度 八女のまつり

「八女福島の燈籠人形」公演

もらって、つかって、つながろう！
八女のコインは「ロマン」です

デジタル化で いつでも どこでも 行政サービスを

9 月イベントカレンダー

図書館だより・おりなす八女

まちのわだい TOPICS

9 月10日は「世界自殺予防デー」

第 33 回茶のくに八女ハーフマラソン

お知らせ

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM 八女【80.1MHz】を通じて放送します。
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家
族
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
と
き
に

注
意
し
た
い
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
に
設

置
し
て
い
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
予
約
支
援
窓
口
は
、
８

月
31
日
か
ら
本
庁
健
康
推
進
課
に

場
所
を
移
し
て
い
ま
す
。
各
支
所
の

支
援
窓
口
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
7
月
26
日
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
対
象
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⃝
県
内
で
取
得
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
＝
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

（
８
月
18
日
時
点
）

⃝

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
時
間
＝
6
時

30
分
～
23
時
（
土
・
日
・
祝
日
含
む
）

⃝

取
得
で
き
る
証
明
書
＝
日
本
国

内
用
、
海
外
・
日
本
国
内
用

⃝

発
行
に
必
要
な
も
の
＝
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
4
桁
の
暗
証
番

号

⃝

証
明
書
の
発
行
料
＝
１
通

１
２
０
円
（
税
込
み
）

※
海
外
用
を
取
得
す
る
人
は
、
令

和
4
年
7
月
21
日
以
降
に
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
ア
プ

リ
、
市
町
村
窓
口
等
で
海
外
用
の

接
種
証
明
書
を
事
前
に
取
得
し
、

そ
の
時
と
旅
券
番
号
が
同
じ
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

係
（
☎
２
３・１
２
０
１
）

（
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
掲
載
記
事
一
部
抜
粋
）

定
期
的
に
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

個
室
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
を
隙
間
な
く
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
、

正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

汚
れ
た
衣
服
や
リ
ネ
ン
は
手
袋
と
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
一
般
的
な
家
庭
用
洗
剤

で
洗
濯
し
完
全
に
乾
か
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ま
め
に
石
け
ん
で
手
洗
い
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
ド
ア
の
取
っ

手
な
ど
共
用
部
分
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

鼻
を
か
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
は
す
ぐ
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
室
外
に
出
す
と

き
は
密
閉
し
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
係
（
☎
２
３・１
２
０
１
）

部
屋
を
分
け
る

窓
を
開
け
て
換
気

マ
ス
ク
を
着
用

こ
ま
め
な
手
洗
い

手
で
触
れ
る
部
分
を
消
毒

汚
れ
た
リ
ネ
ン
・
洋
服
を
洗
濯

ご
み
は
密
閉
し
て
捨
て
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
市
独
自
支
援
「
八
女
市
妊

産
婦
応
援
金
」
の
概
要
お
よ
び

申
請
期
限
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
支
給
対
象
者
＝
応
援
金
の
申
請
日
に
お

い
て
八
女
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
。

①
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
の
期
間
に
八
女
市
か
ら
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
妊
産
婦

②
八
女
市
以
外
の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
後
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の

期
間
に
八
女
市
に
転
入
し
た
妊
産
婦

※
支
給
対
象
者
が
、
申
請
日
に
お
い
て
す

で
に
出
産
し
て
い
る
と
き
は
、
出
産
時
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
八
女
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◦
応
援
金
額
＝
５
万
円
（
一
回
の
妊
娠
に

つ
き
、
受
給
で
き
る
応
援
金
は
１
回
で
す
。

流
産
ま
た
は
死
産
の
場
合
は
「
出
産
」
を

「
流
産
」ま
た
は「
死
産
」と
読
み
替
え
ま
す
）

※
妊
産
婦
応
援
金
を
受
給
す
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

◦
申
請
期
限
＝
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も

未
来
係
（
☎
２
４
・
８
８
１
４
／
２
４
・

８
２
８
２
）

八
女
市
妊
産
婦
応
援
金

市
独
自
支
援
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
の

予
約
支
援
窓
口
を
移
動

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
が

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す

ワクチンを受けた後も、マスクの着用など、
感染予防対策の継続をお願いします。

３つの密（密集・密接・密閉）の回避

場面に応じた感染症対策

密集
場所

密接
場面

密閉
空間

マスク
の着用

石けん
による
手洗い

手指消毒
の励行
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八
女
の
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て「
茶
の
く
に
花
火
大
会
」を
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
17
日
㈯ 

※
荒
天
時
は
９
月

19
日
㈷
ま
た
は
９
月
20
日
㈫
に
延
期
。荒
天

等
で
変
更
の
場
合
は
八
女
観
光
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
サ
イ
ト
や
Ｆ
Ｍ
八
女
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
場
所
＝
べ
ん
が
ら
村
・
宮
野
公
園 

※
今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
宮
野
公
園
で
の
露
店
等
の
出
店
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◦
内
容
＝
矢
部
川
に
映
る
２
千
発
の
花
火
で

八
女
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

《
20
時
25
分
～
》
市
長
あ
い
さ
つ
、
点
火
宣
言

◦
主
催
＝
八
女
の
ま
つ
り
花
火
部
会

◦
交
通
規
制
時
間
＝
９
月
17
日
㈯
20
時
～

21
時
30
分

　

八
女
の
飲
食
店（
ア
ン
テ
ナ
エ
イ
ト
）な
ど

12
店
が
軒
を
連
ね
、
各
店
自
慢
の「
う
ま
か

も
ん
」を
提
供
し
ま
す
。
他
に
も
Ｊ
Ａ
ふ
く

お
か
八
女
に
よ
る
農
産
物
の
販
売
や
八
女
ブ

ル
ワ
リ
ー
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
地
元
産
品

の
出
店
で
花
火
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
17
日
㈯ 

10
時
～
22
時

◦
会
場
＝
べ
ん
が
ら
村
マ
ル
シ
ェ
広
場

　

矢
部
川
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
矢
部
川

水
系
に
生
息
す
る
魚
族
等
の
増
殖
保
護
の
た

め
、
毎
年
ア
ユ
等
の
稚
魚
放
流
を
し
て
い
ま

す
。
炭
火
で
焼
き
上
げ
た
ア
ユ
の
塩
焼
き
を

特
別
価
格
で
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
17
日
㈯
11
時
～

※
無
く
な
り
次
第
終
了

◦
場
所
＝
べ
ん
が
ら
村

【
17
日
開
催
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合
わ
せ
】
＝
茶

の
く
に
観
光
案
内
所
（
☎
２
２・６
６
４
４
）

　

福
岡
県
内
外
か
ら
大
人
気
の
パ
ン
屋
さ

ん
・
コ
ー
ヒ
ー
店
が
集
合
し
ま
す
。

　

３
年
ぶ
り
と
な
る
大
提
灯
も
設
置
し
、
来

場
者
は
無
料
で
べ
ん
が
ら
村
に
仕
掛
け
ら
れ

た
謎
解
き
ゲ
ー
ム
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
度

八
女
の
ま
つ
り

八
女
の
ま
つ
り

茶
の
く
に
花
火
大
会
２
０
２
２

　

今
年
は
3
年
ぶ
り
に
「
あ
か
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
八
女
の
ま
つ
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

9
月
17
日
㈯
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
茶
の
く
に
花
火
大
会
２
０
２
２
」
な

ど
を
開
催
。
９
月
23
日
㈷
か
ら
25
日
㈰
は
、八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
を
中
心
に
、さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
今
年
は
、べ
ん
が
ら
村
マ
ル
シ
ェ
広
場
で
ぱ
ん
ふ
ぇ
す
等
の
開
催
、

八
女
福
島
の
町
並
み
に
市
を
開
き
、地
酒
や
露
店
販
売
で
も
て
な
し
ま
す
。

ア
ユ
の
塩
焼
き

八
女
う
ま
か
も
ん
フ
ェ
ス
タ

八女観光
オフィシャルサイト

◦問い合わせ＝八女の
まつり実行委員会事務
局・観光振興課

（☎ 23・1192）

９
月
17
日
㈯ 

実
施
イ
ベ
ン
ト

八
女
商
工
会
議
所
青
年
部
主
催

ぱ
ん
ふ
ぇ
す
＆
謎
解
き

９
月
23
日
㈷
～
25
日
㈰

実
施
イ
ベ
ン
ト

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
状
況
に
よ

り
、
ま
つ
り
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
八
女
観

光
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
来
場
時
に
は
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
感
染

症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

会場・駐車場マップ、交通
規制等の確認はこちらから

《
20
時
30
分
～
》
花
火
大
会（
約
30
分
）

【飲酒運転を撲滅しよう】
車の運転席で飲酒していたり、
酔った人が運転席に乗ろうとして
いるときは、迷わず 110 番通報し
てください。

「飲酒運転は、絶対しない！させ
ない！許さない！そして、見逃さな
い！」を合言葉に飲酒運転を撲滅
しましょう。

八女警察署（☎ 22・5110）
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◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
、
24
日
㈯

◦
青
年
部
・
女
性
会
出
店
＝
10
時
～
18

時◦
パ
ン
出
店
＝
11
時
～
（
一
部
店
舗
12

時
～
）
※
な
く
な
り
次
第
終
了

◦
会
場
＝
べ
ん
が
ら
村
マ
ル
シ
ェ
広
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工
会
議
所

（
☎
２
２・５
１
６
１
）

◦
会
場
＝
八
女
福
島
の
町
並
み

◦
期
間
＝
9
月
23
日
㈷
～
25
日
㈰

◦
内
容
＝
期
間
中
、
左
記
の
ほ
か

に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

【
23
日
㈷
】
▽
和
太
鼓
競
演（
４
団

体
）15
時
～
、19
時
30
分
～
20
時  

▽
池
坊
い
け
ば
な
ミ
ニ
花
展
10
時

～
17
時（
堺
屋
和
室
）
▽
手
作
り

線
香
体
験
と
八
女
の
水
車
パ
ネ
ル

展
示
11
時
～
16
時
（
旧
郡
役
所
）

【
24
日
㈯
】
▽
子
ど
も
和
太
鼓
17

時
～
19
時 

▽
池
坊
い
け
ば
な
ミ
ニ

花
展
10
時
～
17
時
（
堺
屋
和
室
）

【
23
日
㈷
～
25
日
㈰
】
▽
研
い
で

磨
い
て
マ
イ
塗
り
箸
作
り
体
験
10
時
～
16
時

（
緒
方
仏
壇
本
店
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
「
町
屋
ま
つ
り
部
会
」
江

口
さ
ん（
☎
０
９
０・２
５
０
７・６
９
０
１
）

　

八
女
福
島
町
家
散
策
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
普
段
な
か
な
か
見
れ
な
い
町
家
や

２
８
０
年
の
歴
史
が
あ
る
八
女
福
島
の
燈
籠

人
形
の
屋
台
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
散
策
し
ま
す
。

町
家
の
生
活
様
式
や
八
女
福
島
の
歴
史
文
化

に
ふ
れ
る
良
い
機
会
で
す
。

◦
日
時
＝
９
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
13
時
30
分

集
合
（
所
要
時
間
＝
約
２
時
間
30
分
）

◦
集
合
場
所
＝
高
橋
宏
家
（
八
女
ふ
る
さ
と

塾
本
部
）
※
福
島
八
幡
宮
入
口
北
側

◦
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

◦
定
員
＝
各
回
先
着
10
人
程
度

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
ふ
る
さ
と
塾
・

中
島
（
☎
０
９
０・８
９
１
７・８
２
０
８
）

　

伝
統
的
建
造
物
が
並
ぶ
八
女
福
島
白
壁

通
り
に
グ
ル
メ
屋
台
、雑
貨
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

シ
ョ
ッ
プ
が
並
び
ま
す
。
地
酒
や
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
提
灯
が
並
ぶ
夜
の
白

壁
通
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
9
月
23
日
㈷
～
24
日
㈯
11
時
～

21
時

◦
会
場
＝
京
町
交
差
点
か
ら
渡
辺
食
料
品
店

付
近
（
メ
イ
ン
会
場
／
堺
屋
・
平
岡
電
気
駐

車
場
）

※
16
時
か
ら
歩
行
者
天
国
と
し
ま
す
。

町
屋
ま
つ
り

宵
の
市

八
女
福
島
町
家
散
策
ツ
ア
ー

「「
八
女
福
島
の

八
女
福
島
の

燈
籠
人
形

燈
籠
人
形
」」公
演
公
演

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

　

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
は
、

延
享
元
年
（
１
７
４
４
）
の

放
生
会
に
人
形
の
燈
籠
が
奉

納
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明

和
９
年
（
１
７
７
２
）
に
初

め
て
人
形
が
動
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
舞
台
の
左
右
の

楽
屋
か
ら
繰
り
出
す
９
本
の

長
い
棒
と
舞
台
下
か
ら
の
操

作
で
人
形
を
操
り
ま
す
。
戦

前
ま
で
は
氏
子
11
町
内
の
当

番
制
で
奉
納
上
演
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
福
島
校
区

23
町
内
で
保
存
会
を
結
成
し

受
け
継
い
で
い
ま
す
。
昭
和

52
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◦会場＝福島八幡宮境内
◦公演日時＝
〈口開け公演〉9月22日㈭ 20:00～
〈本公演〉９月23日㈷・24日㈯・25日㈰
　①13:30～ ②15:00～ ③16:30～
　④19:00～ ⑤20:30～
※１回の公演時間は約30分
◦主催=八女福島の燈籠人形保存会
◦問い合わせ=文化振興課（☎23・1982）

「春
は る げ し き つ く し が た な じ ま も う で

景色筑紫潟名島詣」
今年の芸題

９
月
23
日
㈷
・
24
日
㈯
・
25
日
㈰

※新型コロナウイルス感染症の状況によって、公演回
数・時間を変更する場合があります。
※駐車場は八女伝統工芸館駐車場または旧千成屋駐
車場を利用ください。

←物語のあらすじはこちらから

町屋まつり



62022.9.1  広報八女

　
「
ま
ち
の
コ
イ
ン
」
は
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
人

と
人
が
仲
良
く
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨
（
地

域
通
貨
）
サ
ー
ビ
ス
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
向
け
ア
プ
リ
で
す
。

　

八
女
市
で
は
、
ま
ち
の
コ
イ
ン
を
通
し
て
、

地
域
内
外
の
人
の
つ
な
が
り
や
、
八
女
市
へ
の

新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
的

と
し
て
令
和
2
年
か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
コ
イ
ン
は
全
国
の
18
か
所
の
地
域
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
イ
ン
の
単
位
は 

各
地
域

の
個
性
や
特
徴
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前

が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
八
女
市
の
コ
イ
ン
の
単

位
は
「
ロ
マ
ン
」
で
す
。

　

ま
ち
の
コ
イ
ン
を
始
め
る
た
め
に
は
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
に
、
ま
ち
の
コ
イ
ン
ア
プ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
の

コ
イ
ン
を
「
も
ら
う
」
の
も
「
つ
か
う
」
の
も
、

ア
プ
リ
を
通
し
て
地
域
の
仲
間
と
「
つ
な
が
る
」

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
ま
ち
の
コ
イ

ン
に
登
録
し
よ
う
」
編
と
「
ま
ち
の

コ
イ
ン
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
」
編
の

動
画
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

ま
す
。

　

八
女
市
に
は
、

７
月
末
日
時
点
で

２
０
０
か
所
を
超
え

る
ス
ポ
ッ
ト（
店
舗
、

施
設
等
）
が
あ
り
ま

す
。
ス
ポ
ッ
ト
に
訪

れ
て
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
れ
ば
必
ず
ロ
マ
ン
が
も

ら
え
ま
す
。
目
印
は
三
角
形
の
卓
上
ポ
ッ
プ
で

す
。
二
次
元
コ
ー
ド
を
ま
ち
の
コ
イ
ン
ア
プ
リ

で
読
み
取
る
と
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
や
ス
ポ
ッ
ト
の

手
伝
い
を
し
て
ロ
マ
ン
を
た
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

た
め
た
ロ
マ
ン
は
イ
ベ
ン
ト
や
特
別
な
体
験

へ
の
参
加
、
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
と
の
交
換
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ロ
マ
ン
を
通
じ
て
八
女

市
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

西
鉄
バ
ス
下
り
の
福
島
停
留
所
は
、「
つ
な

が
る
バ
ス
停
」
と
し
て
、
市
民
交
流
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
ま
ち
の
コ
イ
ン
の
Ｐ

Ｒ
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
ち
の
コ
イ
ン

の
こ
と
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、ス
タ
ッ

62022.9.1  広報八女

ア
プ
リ
を
持
っ
て
、
街ま
ち
に
出
よ
う

MACHI NO COINもらって、つかって、つながろう！　　　八女のコインは「ロマン」です

ま
ち
の
コ
イ
ン
っ
て
な
に
？

ロ
マ
ン
の
も
ら
い
方
、
使
い
方

人
と
ロ
マ
ン
が
行
き
交
う「
つ
な
が
る
バ
ス
停
」

62022.9.1  広報八女

iPhone利用者

Android利用者

アプリのインストールは
こちらから

スマートフォンのカメラで
二次元コードを読み取っ
てアプリを入手

まちのコイン×高校生
　夏休みに高校生ボランティアを募集し、まちのコインの
利用促進に向けたラジオ C M 制作と企画づくりを行いまし
た。参加した近隣の高校生 9 人は実際に街

まち

に出て、ロマン
を使いながらアプリの魅力や特徴、課題を共有し、高校生
目線での P R 方法を考えてもらいました。参加者からは「八
女の魅力を再発見でき、まちのコインが地域の可能性を広
げるツールであると感じた」などの声が聞かれ、満足度の
高いボランティアとなりました。
　制作した C M は、F M 八女で 8 月18日から放送中です。
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フ
が
皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

◦
つ
な
が
る
本
棚
・
つ
な
が
る
し
お
り
＝
八
女

市
関
連
の
本
や
、
高
校
生
が
セ
レ
ク
ト
し
た
本
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
お
す
す
め
の
本
な
ど
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
つ
な
が
る
し
お
り
と
あ
わ
せ

て
利
用
で
き
ま
す
。

◦
ま
ち
の
コ
イ
ン
で
レ
ン
タ
ル
＝
ロ
マ
ン
で
バ
ス

停
を
借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
ア
イ
デ
ア
次
第
。

◦
八
女
茶
の
ボ
ト
リ
ン
グ
＝
た
め
た
ロ
マ
ン
で
、

八
女
茶
を
持
参
の
水
筒
な
ど
に
詰
め
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
コ
イ
ン
の
各
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
創
意

工
夫
に
富
ん
だ
「
特
別
な
体
験
」
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

 ◦
特
別
な
体
験
の
一
例

▽
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
増
量
サ
ー
ビ
ス
＝
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
八
女
・
池
の
山
荘
・
べ
ん
が
ら
村

▽
サ
ス
テ
ナ
の
み
の
市
（
コ
イ
ン
と
古
着
な
ど

を
交
換
）
＝
つ
な
が
る
バ
ス
停
（
福
島
バ
ス
停
）

　

そ
の
他
、
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で

ロ
マ
ン
を
た
め

る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

　

お
う
ち
時
間

を
利
用
し
て
ロ

マ
ン
を
た
め
る

方
法
は
、
ア
プ

リ
内
の
「
ど
こ
で
も
参
加
」
体
験
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

9
月
23
日
㈷
か
ら
始
ま
る
「
町
屋
ま
つ
り
・

宵よ
い

の
市
」。
ま
つ
り
会
場
付
近
で
、
23
日
㈷
・

24
日
㈯
の
2
日
間「
ロ
マ
ン
探
し
」を
行
い
ま
す
。

メ
イ
ン
会
場
の
白
壁
の
町
並
み
に
隠
さ
れ
て
い

る
ロ
マ
ン
を
探
し
て
グ
ッ
ズ
と
交
換
し
ま
し
ょ

う
。

　

詳
細
は
、
ま
ち
の
コ
イ
ン
八
女
の
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
ア
プ
リ
を
登
録
し
て
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

　

ま
ち
の
コ
イ
ン
の
「
ス
ポ
ッ
ト
」
に
登
録
が

可
能
な
市
内
の
店
舗
や
施
設
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▲つながる
本棚
◀つながる
しおり

◦
問
い
合
わ
せ
＝
定
住
対
策
課
町
並
み

景
観
係
（
☎
２
４・８
１
６
４
）

広報八女 2022.9.17

MACHI NO COINもらって、つかって、つながろう！　　　八女のコインは「ロマン」です

「
町
屋
ま
つ
り
・
宵よ
い
の
市
」
で
ロ
マ
ン
を

楽
し
も
う

加
盟
店
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

「
特
別
な
体
験
」

ス
ポ
ッ
ト（
加
盟
店
）に
な
っ
て
、に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
よ
う

つながるバス停内観（8月1日FM八女公開生放送時に撮影）

通常サイズ（左）、コインでの増量（右）
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Ｘ八女市
DX

　市民団体や NPO 等からまちづくりに関する事業の提
案を募集します。選考会議での審査の上、提案を採択
された団体に対して、事業に要する経費として予算の範
囲内で 50 万円を上限に助成します。事業の企画提案は

「令和 5 年度市民との協働によるまちづくり提案事業留
意事項」を必ずご確認ください。
⃝活動期間＝令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月
⃝事業説明会＝事前申し込みが必要です。
▽日時＝9 月21日㈬ 19 時～
▽会場＝おりなす八女交流室Ａ
▽申込方法＝9 月14日㈬までに電話申込（団体名、参

加代表者名、連絡先、
参加人数）
⃝提案募集期間＝10 月
3日㈪～10月28日㈮（※
事前相談、早めの提出
をお願いします）
⃝留意事項・募集様式＝市のホームページに掲載、企画
政策課・各支所まちづくり推進係に準備
※過去の採択事業をホームページに掲載しています。
⃝申込・問い合わせ＝企画政策課まちづくり推進係（☎
２４・９４５２）

令和 5 年度
市民との協働によるまちづくり提案事業を募集

市税等をスマートフォンから納付 各種証明書をコンビニで取得

体育施設のオンライン予約

無料で受講 スマートフォン講座

避難所状況をリアルタイムで確認

薬剤・医療費・年金情報の確認

最高
50万円
を助成

▲令和４年度採択事業例＝星野ア
ストロスクール（星野未来塾）

納付書に印字されているバー
コードを決済アプリを利用し
て読み取ることで、自宅から
市税等の納付ができます。

納税推進係（☎ 23・2666） マイナンバー推進係（☎ 23・1117）

消防防災係（☎ 23・1731） スポーツ振興係（☎ 24・1230）

ＤＸ推進係（☎ 23・1294） マイナンバー総合フリーダイヤル（☎0120・95・0178）

マイナンバーカードを利用し
て、コンビニに設置されてい
るマルチコピー機から、住民
票の写しなどが取得できます。

施設の窓口に行かずに、
パソコンやスマートフォン
を利用して、予約から料
金の支払いまで行えます。

デジタル活用支援を目的に、
市内の携帯ショップにて講
習会を開催中です。ぜひ、
ご参加ください。

現在、八女市でデジタル化している手続き等を紹介します。今後デジタル化がさらに進めば、窓口に行かなくても、
手続きや申請が可能になります。いつでもどこでも手続きできるよう、行政サービスのデジタル化を進めていきます。

パソコンやスマートフォンか
ら避難所の開設・混雑状況
等を地図上でリアルタイムに
確認することができます。

問い合わせ＝DX 推進室（☎ 23・1294）

マイナンバーカードを利用
して、マイナポータルから
自身の情報を確認するこ
とができます。

デジタル化で
いつでも どこでも 行政サービスを

82022.9.1  広報八女
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核
家
族
が
増
え
て
い
る
世
の
中
で
す

が
、
あ
な
た
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
か
？

　
私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
三
年
前
ま
で
は
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
で
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
き

た
ら
す
ぐ
に
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

部
屋
へ
行
き
、
九
九
の
勉
強
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
絵
を
描
い
て
遊
ん
だ

り
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
い
け
な
い
事

を
し
た
ら
も
の
す
ご
く
怖
い
顔
を
し

て
、
い
け
な
い
事
だ
と
叱
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
で
合

格
し
た
ら
、
と
て
も
優
し
く
ほ
め
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
ひ
い
お
ば
ち
ゃ

ん
で
す
が
、
こ
こ
数
年
の
間
に
い
ろ
い

ろ
と
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
お
世
話
や
介
護
を
し
て
い
た

の
は
祖
母
で
す
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
き
つ
そ
う
に
し
て
い
る
と
、
好
物
の

ト
マ
ト
を
食
べ
さ
せ
て
元
気
づ
け
た
り
、

身
の
回
り
の
お
世
話
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
介
護
は
大
変
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
、
祖
母
は
嫌
が
る
そ
ぶ
り
も
見

せ
ず
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
安
心
で

き
る
よ
う
に
一
所
懸
命
に
お
世
話
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
祖
母
の
姿
を
毎

日
見
て
い
る
う
ち
に
「
か
っ
こ
い
い
な
。

私
も
そ
う
な
り
た
い
な
。」
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
が
七
年
生
に
な
っ
た
時
の

こ
と
で
す
。
職
場
体
験
学
習
で
「
光
陽

の
郷
」
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
仕
事
で
ガ
チ
ガ
チ
に
緊
張
し

て
い
た
私
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
ニ
コ
ニ
コ
し
た
笑
顔

で
、「
中
学
生
ね
？
来
て
く
れ
て
に
ぎ

や
か
に
な
っ
て
う
れ
し
か
よ
。」
と
話
し

か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
い

ろ
い
ろ
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
い
つ

の
間
に
か
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
い
す
を

押
し
て
移
動
し
た
り
、
昼
食
の
時
に
手

伝
っ
た
り
す
る
度
に
か
け
て
い
た
だ
い

た
「
あ
り
が
と
う
。」
と
い
う
言
葉
に
、

私
は
何
だ
か
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に

な
っ
て
自
然
に
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
職
場
体
験
学
習
で
学
ん
だ
こ

と
や
、
普
段
目
に
し
て
い
る
私
の
祖
母

の
姿
か
ら
、
私
は
将
来
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
を
元
気
づ
け
毎
日

を
楽
し
く
生
活
で
き
る
お
手
伝
い
を
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
介

護
福
祉
士
に
な
る
と
い
う
私
の
夢
は
、

こ
の
よ
う
な
経
験
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
の
で
す
。

　
現
在
、
日
本
で
は
高
齢
化
社
会
が

大
き
な
問
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
病
院
や
介
護
施
設
で
の
人
手
不

足
は
特
に
深
刻
だ
と
聞
き
ま
す
。
人
は

歳
を
と
る
と
、
も
の
忘
れ
や
判
断
力
が

低
下
し
た
り
、
体
も
自
分
の
思
い
通
り

に
動
か
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
く
も
の

で
す
。
今
ま
で
当
た
り
前
に
で
き
た
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
つ
ら
い
現

実
に
初
め
て
直
面
す
る
高
齢
者
本
人
の

不
安
は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
誰
よ
り
も
苦
し

く
、
悲
し
い
の
は
、
高
齢
者
本
人
だ
と

い
う
事
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
の
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
今
、
介

護
施
設
に
入
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
対
面
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
た
会
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
三
年
前
と
同
じ
よ
う
に
た
く

さ
ん
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
、

私
が
で
き
る
こ
と
は
、
目
線
を
合
わ
せ

て
優
し
い
口
調
で
穏
や
か
に
は
っ
き
り

と
話
す
こ
と
や
、
余
裕
を
も
っ
て
ゆ
っ

く
り
と
対
応
し
、
接
し
方
を
第
一
に
考

え
て
行
動
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
私
は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
含
め
、
高
齢
者
の
方
々
が
安
心
し

て
元
気
に
長
生
き
で
き
る
よ
う
な
介
護

福
祉
士
に
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
高

齢
化
社
会
の
問
題
を
ひ
と
つ
で
も
減
ら

す
た
め
、
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
社
会

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

　
大
好
き
な
家
族
の
姿
や
体
験
学
習
で

の
学
び
か
ら
目
標
を
見
つ
け
、
そ
こ
に

込
め
る
思
い
を
書
き
つ
づ
っ
て
く
れ
た

松
﨑
さ
ん
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
は
、
誰
に
と
っ
て
も
暮
ら
し

や
す
い
社
会
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
何

歳
に
な
っ
て
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
八
女

市
を
み
ん
な
で
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

99

なぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）

　

9
月
19
日
は
敬
老
の
日
。
今
回
は
「
歳
を
重
ね
て
い
く
こ
と
」
と
の
向
き
合
い

方
に
つ
い
て
、
松
﨑
ゆ
ら
さ
ん
（
作
文
制
作
時
＝
上
陽
北
汭
学
園
9
年
生
）
の
作

文
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
世
の
中
へ

なぜ

高
齢
者
の
人
権

～
児
童
の
人
権
作
文
に
学
ぶ
～

詳細は HP やチラシ
をご覧ください。

令和 4 年度人権
メッセージ募集中
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大
刀
洗
町

南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
②

　
大
刀
洗
町
。
そ
の
町
名
は
南
北
朝
時
代
の

武
将
・
菊
池
武た
け
み
つ光
が
合
戦
で
血
に
染
ま
っ
た
太

刀
を
川
で
洗
っ
た
故
事
に
由
来
し
、
か
つ
て
東

洋
最
大
と
謳
わ
れ
た
陸
軍
大
刀
洗
飛
行
場
も

そ
の
名
を
冠
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
荘
厳
な

威
容
を
誇
る
今
村
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
そ
の
祖
と
す
る
な
ど
、

歴
史
の
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
町
で
す
。

⃝

筑
後
川
の
戦
い
＝
町
名
の
故
事
を
作
っ
た
菊

池
武
光
は
、
南
朝
方
の
後ご
だ
い
ご
醍
醐
天
皇
の
命
を

受
け
、
九
州
に
下
っ
た
懐か
ね
な
が良
親
王
を
奉
じ
筑

後
川
の
戦
い
に
臨
み
ま
す
。
こ
れ
は
南
北
朝
の

争
い
で
あ
る
と
同
時
に
、
九
州
の
覇
権
を
巡
る

戦
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
菊
池
軍
４
万
、
北
朝

方
の
少
し
ょ
う

弐に

軍
は
６
万
の
兵
力
を
擁
し
た
と
伝

わ
り
、
ま
さ

に
九
州
の
合

戦
史
上
最
大

の
戦
い
と
な

り
ま
し
た
。

　
激
戦
の
末
、

辛
く
も
勝
利

を
収
め
た
武

光
で
し
た
が
、

自
身
と
懐
良

親
王
も
負
傷
し
、
両
軍
合
わ
せ
て
五
千
人
以

上
が
討
ち
死
に
す
る
な
ど
、
そ
の
戦
い
は
熾し
れ
つ烈

を
極
め
ま
し
た
。

　
こ
の
合
戦
は
日
本
三
大
合
戦
の
ひ
と
つ
に

も
数
え
ら
れ
、
古
人
も
そ
の
あ
り
さ
ま
を

「
帰き
ら
い来
、
河か
す
い水
に
笑
っ
て
刀
を
洗
え
ば
、
血

は
奔ほ
ん
た
ん端
に
ほ
と
ば
し
っ
て
、
紅こ
う
せ
つ雪
を
ふ
く
」

（
頼ら
い
さ
ん
よ
う

山
陽
）「
そ
の
か
み
の
、
血
糊
の
色
と
み

る
ま
で
に
、
紅
葉
流
る
る
大
刀
洗
川
」（
乃の

ぎ木

希ま
れ
す
け典

）
と
詠
じ
て
い
ま
す
。

⃝

菊
池
武
光
像
（
左
上
写
真
）
＝
大
刀
洗
川

の
ほ
と
り
に
広
が
る
大
刀
洗
公
園
。
そ
の
中
央

部
に
菊
池
武
光
の
銅
像
が
大
刀
洗
川
を
見
下

ろ
す
よ
う
に
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
12

年
に
立
て
ら
れ
た
こ
の
像
は
、
全
国
的
に
も
珍

し
い
下
馬
し
た
姿
で
、
今
ま
さ
に
太
刀
を
洗
お

う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
馬
の
胴
体
や
台
座
の
傷
跡
は
、
陸
軍
大
刀

洗
飛
行
場
を
標
的
と
し
た
大
刀
洗
空
襲
の
際

の
機き
じ
ゅ
う
そ
う
し
ゃ

銃
掃
射
や
爆
撃
に
よ
る
も
の
と
伝
わ
り

ま
す
。

　
自
身
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
こ
の
地
が
再

び
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ
る
様
を
、
武
光
は
ど
の

よ
う
な
思
い
で
見
つ
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
大
刀
洗
町
地
域
振
興
課
自

治
振
興
係
（
☎
０
９
４
２・７
７・０
１
７
３
）

／
八
女
市
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
（
☎

２
３・１
９
８
２
）

◆
シ
リ
ー
ズ
◆

●「線香花火」あらすじ
突然、実家に戻って来たミキ。
新しい命が宿っていることに気
づいた両親は、彼女を問い詰め
る。そんなミキが机の中から、
ある手紙を見つける。親友の卯
月と学生時代に続けていた手紙
には、あの頃を支えてくれた歌
詞が綴ってあった。
●八女市全面協力のもと、生ま
れ育った黒木町をはじめ、オー
ル福岡ロケを敢行。

■黒木瞳監督コメント
短編映画「線香花火」は、私が生まれ育った八女市
を中心に撮影しました。国内外で不安な出来事が続
いていますが、作品をご覧になった皆さんが少しで
も元気な気持ちになってくださったらという想いを
込めました。私のふるさとは、人も山も川も空も、
本当に美しい自然そのままでした。どうぞ「線香花火」
お楽しみください。

黒木瞳さん監督作品　　　　　　　上映会「線香花火」
9/22㈭ 18:30～【定員400人・全席自由席】
おりなす八女 ハーモニーホール

（料金 500 円）※本人来場舞台あいさつ予定

◦開催日時・会場・上映時間（25 分間）

9/23 ㈷19:45 ～【雨天中止】
べんがら村 屋外スペース

（料金無料、観覧は立見となります)

※チケット・整理券等については、9月上旬に市HP、dボタン広報誌等でお知らせします。

※駐車場が少ないため、皆さま乗り合わせてお越しいただくようご協力をお願いいたします。
◦問い合わせ＝茶のくに観光案内所（八女フィルムコミッション）☎ 22・6644
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―言葉に愛想をつかしながら、やはり詩を書く。―

詩人
　川崎洋展

　素朴で豊かな世界が広がる川崎
洋の詩は、今もなおたくさんの人々
に読み継がれています。
　氏は昭和19年、東京から八女市
へ一家で疎開し多感な青少年期を
筑後地方で過ごしました。本展で
は、八女時代のエピソードや丸山
豊との出会い、詩人たちの交友を
とおし川崎の世界観をパネルで紹
介します。また、代表作「はくちょう」の直筆原稿、愛用
の万年筆、市へ寄贈された写真等も展示します。

⃝会場＝八女市田崎廣助美術館　特設コーナー
⃝入館料＝無料
⃝休館日＝月曜（祝日の場合は翌日）・年末年始
　※展示替えのため、8月29日㈪～ 9月16日㈮は休館
⃝問い合わせ＝同館（☎ 24・8304）

9月17日㈯～
　令和5年1月22日㈰

略歴＝1930 年東京生
まれ。1953 年茨木のり
子と詩誌『櫂』を創刊。
戦後詩を代表するグ
ループに育てる。1955
年第一詩集『はくちょ
う』刊行。2004 年逝去。

八女市指定文化財を展示

　八女市指定文化財「紙本墨書
木屋文書」と木屋家に関連する
資料の展示および特別講演を開
催します。
⃝期間＝9月17日㈯～10月16日
㈰ 9:00～17:00（入館16:30まで）
⃝入館料＝無料
⃝場所＝学びの館（八女市黒木町今 1053 番地）
※文書（原本）の展示は、土・日・祝日のみ。平日は、
複写を展示します。月曜休館（祝日の場合は翌日）。
■特別講演
⃝演題＝大保原の戦いと木屋行実について
⃝日時＝10月1日㈯13:30～15:00予定（受付は13:00～）
⃝場所＝同館
⃝講師＝福岡県地方史研究連絡協議会会長
　　　　佐

さ さ き
々木四

よ そ お み
十臣氏

⃝定員＝ 20人程度（事前予約が必要です）
⃝申込・問い合わせ＝文化振興課（☎ 23・1982）
※学びの館企画展に伴う休館について
　上記企画展に伴い、次の期間を臨時休館とします。
⃝全館休館＝ 9月11日㈰～ 9月16日㈮
⃝収蔵文化財展示場休館＝10月17日㈪～ 10月24日㈪

紙本墨書木屋文書および木屋行実展

八女伝統工芸館35周年記念

　八女伝統工芸館では、江戸中期から末期に活躍した
浮世絵師葛飾北斎の富嶽四十六景（三十六景および十
景）すべての作品と、歌麿・写楽・広重・国芳の代表
作品 15 点、また、歌川国芳の誠忠義士傳（赤穂浪士四
十七士）の代表作品 15 点、合わせて 76 点程の復刻木
版画の浮世絵展を開催します。
◦日時＝ 9 月 3 日㈯～ 10 月16 日㈰ 9:00 ～ 17:00
　月曜日休館（ただし 9月19日㈷、10月10日㈷は開館）
◦入場料＝無料
◦問い合わせ＝同館（☎ 22・3131）

浮世絵展

浮世絵師実演と体験イベント
　日本伝統工芸士認定で浮世絵師の朝香元晴
氏による彫

ほ

りと摺
す

りの実演と摺りの体験を行い
ます。浮世絵の世界を体験してみませんか。
◦実施日＝ 9 月17 日㈯～ 19 日㈷（実演・体験時間は
問い合わせください）
◦料金＝実演見学は無料、体験は参加費 500 円。
◦募集人数＝1回につき10 人（先着順・要予約）
◦会場＝八女伝統工芸館 
◦予約・問い合わせ＝同館（☎ 22・3131）

黒木瞳さん監督作品　　　　　　　上映会

228

令和5 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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　現在、糖尿病や脳卒中等の生活習慣病が問題となっ
ており、厚生労働省は生活習慣の改善について、一人
一人が理解するために、9月を「健康増進普及月間」
と定めています。健康づくりに取り組んでみましょう。
１に運動 ２に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ

～健康寿命の延伸～

【作り方】
①鍋にAを入れ、中火にかけ混ぜながら砂糖・寒天
を溶かし、沸騰するまで加熱する。
②①に無調整豆乳を2、3回に分けて加え混ぜ、沸騰
したら火を止め、容器へ流し入れ、冷やし固める。
③抹茶は甘酒を少しずつ加えダマにならないよう混
ぜ合わせシロップにする。
④キウイ・ももは皮をむき、食べやすい大きさに切る。
⑤②と④とゆで小豆を盛り付け、お好みで抹茶シロ
ップをかける。

クックパッドの「八女市
のキッチン」で、過去に
紹介した「八女はおい
しい」のメニューを紹介
しています。
ご 活 用くだ
さい。

八女産フルーツと抹茶香る豆
トゥ

花
ファ

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物

（うち食物繊維)
食塩相当量

139kcal
5.3g
2.1g

26.2g
2.6g
0.1g

1人分あたりの栄養価

　豆
トゥ

花
ファ

は台湾などで親しまれている豆乳を使ったス
イーツです。今回は粉寒天を使って簡単に作ります。
果物が豊富な八女。お好みの果物で作ってみてくだ
さい。

【材料】4人分
■豆

トゥ

花
ファ

＝無調整豆乳…400cc A水…50cc、きび砂
糖…30g、粉寒天…2g
■抹茶シロップ＝甘酒…60cc、抹茶…小さじ2
■トッピング＝キウイ…1個、もも…1/2個、ゆで小
豆…80g
※太字は八女産食材

　健康づくりについて楽しく学びながら、スポーツや
健康増進について考えるイベントです。
⃝日にち＝10月２日㈰
⃝会場・時間＝八女市総合体育館 9:30～15:00、べん
がら村 10:00～15:00
⃝内容＝健康チェックコーナー、フレイル啓発事業、
オレンジカフェ、BMX、ディスクゴルフなど
※八女市健康ポイント事業の対象イベントです。
◦◦問い合わせ＝健康推進課保健総務係（☎23・1201）

～ ふるさとの恵み ～

八女はおいしい 八女市スポーツ・
健康づくりフェスタ

9月は健康増進普及月間です

ご意見記入欄　　　（八女市広報R4.9.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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認
知
症
は
、
高
齢
に
な
る
ほ

ど
発
症
す
る
可
能
性
が
高
ま
る

病
気
で
す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、

誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
ま
た
、
関
わ
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
身
近
な

病
気
で
す
。

　　　
老
化
に
伴
う「
も
の
忘
れ
」
と

「
認
知
症
」に
よ
る
症
状
を
見
分

け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
ヒ
ン
ト
で

思
い
出
せ
る
か
ど
う
か
で
す
。

ヒ
ン
ト
を
も
ら
え
ば
思
い
出
せ

る
も
の
は
、
老
化
に
よ
る「
も
の

忘
れ
」と
考
え
ら
れ
ま
す
。一
方
、

「
認
知
症
」
の
場
合
は
、
経
験
し

た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う

の
で
、
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
も

思
い
出
せ
な
い
場
合
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

　　　
軽
度
認
知
障
害
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ

（
※
１
）
と
も
呼
ば
れ
、
認
知
症

の
前
段
階
の
状
態
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
認
知
症
の
よ
う
な
症
状

が
あ
る
も
の
の
生
活
に
は
ほ
と

ん
ど
支
障
が
な
く
、
認
知
症
の

診
断
基
準
に
は
当
て
は
ま
ら
な

い
状
態
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

状
態
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
5

年
後
に
は
約
半
数
の
人
が
認
知

症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｍ

Ｃ
Ｉ
の
う
ち
に
対
処
す
れ
ば
認

知
機
能
を
回
復
し
た
り
、
維
持

で
き
た
り
す
る
た
め
、
早
期
の

対
応
が
大
切
で
す
。

　　
Ｆ
Ｍ
八
女
の
番
組
で
す
。
ラ

ジ
オ
を
通
し
て
、
認
知
症
予
防

の
コ
ツ
や
認
知
症
の
対
応
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。「
認
知
症
は
ど

ん
な
病
気
か
」「
ど
ん
な
風
に
接

し
た
ら
い
い
の
か
」
そ
ん
な
疑

問
を
も
っ
て
い
る
人
は
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

⃝

放
送
日
程
＝
毎
週
月
曜
日
、

金
曜
日
11
時
10
分
か
ら
（
再
放

送
＝
17
時
10
分
か
ら
）

　　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
何

か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
応
援
者
と
し
て
、

認
知
症
を
自
分
自
身
の
問
題
と

認
識
し
、
友
人
や
家
族
に
学
ん

だ
知
識
を
伝
え
る
な
ど
、
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
受
講
修
了
者
は
誰
で
も
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
た
人
に
は
、
テ
キ
ス
ト

と
修
了
者
の
証
と
な
る
「
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
渡
し
ま
す
。

　
八
女
市
内
の
会
場
で
、
参
加

人
数
は
2
人
以
上
か
ら
開
催
し

ま
す
。
受
講
料
無
料
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
認
知
症
と
い
う
病
気
を
理
解

し
、
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

が
活
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
制

度
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
、

認
知
症
や
制
度
を
理
解
し
、
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

⃝

配
布
場
所
＝
本
庁
介
護
長
寿

課
、
各
支
所
担
当
係
、
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※

H

P
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

９月は世界アルツハイマー月間、
９月２１日は世界アルツハイマーデーです。
～認知症の方にもやさしい地域づくりをめざして～

健康だより ★講座等の申し込み、問い合わせ＝介護長寿課
地域包括支援係（☎ 24・9466、FAX30・1505）

健 康 コ ラ ム

「
も
の
忘
れ
」と「
認
知
症
」の

違
い
と
は

軽
度
認
知
障
害
に
気
づ
い
て

早
め
の
対
策
を

オ
レ
ン
ジ
講
座（
ラ
ジ
オ
講
座
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（※１）MCI ＝ Mild Cognitive Impairment（マイルド コグニティブ インペアメント）の略
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金 土 日Friday Saturday Sunday

秋分の日 ▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）　　  　23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）　  0942・53・7511
▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～14:30）
【9月】4㈰ ・18㈰・23㈷
公立八女総合病院 （23・4131）

【9月】11㈰・25㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯8000

【休日当番薬局】
八女筑後薬剤師会
ホームページ

（http://ycpa.info）

※ 9/19 ㈷
　は休み

在宅医当番表

※変更になっている場合があります。

✚

9月4日（日）

今里整形外科クリニック（高塚）23・7715

矢部診療所（矢部村） 47・2700

はまさき歯科クリニック（広川町）32・7800

9月11日（日）

中野内科循環器科（吉田） 25・3010

辺春診療所（立花町） 36・0010

柴田歯科医院（納楚） 24・3400

長崎眼科クリニック（本村） 22・6123

9月18日（日）

なかしま胃腸科（蒲原） 25・6200

林医院（立花町） 23・5557

やすなが歯科医院（吉田） 23・0100

9月19日（祝）

八媛病院（本） 22・4176

後藤内科医院（上陽町） 54・2221

あららぎ歯科医院（広川町） 32・4846

ちぢわ耳鼻咽喉科医院（広川町）32・0144

9月23日（祝）

城戸医院（鵜池） 23・5303

角整形外科医院（黒木町） 33・2121

山口歯科医院（筑後市）     0942・53・3256

冨田眼科医院（本村） 23・3455

9月25日（日）

麻生医院（宅間田） 23・5800

冨田医院（黒木町） 42・0173

森田歯科医院（山内） 24・3055

市の催しについてはホームページで確認、そのほかについてはお問い合
わせください。催しへの来訪の際はマスクの着用や検温にご協力ください。

（保）…保健師
（栄）…栄養士

…左記ヘ問い合わせ

…健診日です。詳しくは住民健
　診ガイド本　（広報八女5/1号
　折込）をご確認ください。

小学校就学前の成長
発達面に不安がある
人が対象です。
問子育て支援課こども未来係

（☎24・8282）※電話予約

乳幼児心理相談

心理士によるこころの相談

気軽にご相談ください

イベント
カレンダー
マークの見方

心理士相談 【要予約】

◦ … 要予約

市内在住の人が対象です。
9月21日㈬ 13:30～15:30／八女市立図書館
問健康推進課保健指導係（☎23・1352）

健 み きピ 移

健

問…問い合わせ

子

住民健診

子

　マタニティさん　
　集まれ♪◦

「からだすこやか栄養
講座」
10:00 ～ 12:30 ／ 託
児あり／みらい広場

牛乳パック工作◦
13:30～15:30
問多世代交流館☎22・2257問多世代交流館☎22・2257

牛乳パック工作◦
13:30 ～15:30
／定員6人／問多世代交
流館☎22・2257

小・中学校体育
施設利用者の会
問総合体育館☎24・1230問総合体育館☎24・1230

　移動ひろば
10:00～13:00／室岡公民館 

　移動ひろば
10:00～13:00／上陽公民館民館

　移動ひろば
10:00 ～13:00 ／東公民館

「八女福島の燈籠人形」本公演「八女福島の燈籠人形」本公演八女のまつり・八女のまつり・

八女のまつり八女のまつり

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場

　赤ちゃんRoom・相談Room◦
13：30～15：00／みらい広場

八女軽トラ市
9:00 ～12:00 ／ときめき
駐車場／問同実行委員
会☎22・3131

み

み

移

移

移

み 　パパママ集まれ！◦
「昔おやつをつくろう」
10:00～11：30

み

住民健診

住民健診住民健診

住民健診

住民健診

住民健診

八女観光サイト
には、今月のイ
ベント情報を掲
載しています。

おりなす八女
DRUM TAO 2022

「KAIKI」18:30開演
八女軽トラ市
9:00 ～12:00 ／ときめき
駐車場／問☎22・3131
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Monday月 火 水 木Tuesday Wednesday Thursday

敬老の日

15

貼って活用
新型コロナウイルスの影響で中
止・延期になる場合があります。イベントカレンダー 

健康・子育て情報は、
ホームページや LINE で

（＠ yamecity）
（お知らせ受信設定にて選択）
LINE

ホームページ
（こども未来係）

ホームページ
（保健指導係）

Check健康推進課保健指導係
（☎ 23・1352）申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子育て支援課こども未来係
やめっこ未来館

（☎ 24・8282）

詳しくはホームページへ

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問☎24・9090
移動ひろば
問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（稲富 499）問☎24・8814
子育て支援施設 ピコロ

（黒木町桑原207／ふじの里内）
問☎42・3301

八女市 検索

健
み

き

ピ

移

子

9月

イ
ベ
ン
ト
は
入
場
料（
参
加
料
）不
要
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　4か月さん集まれ（4月生）◦
「産後ヨガ」10:00 ～
／みらい広場

　移動図書館の日
10:30 ～11:10／みらい広場

　すてきな誕生会◦
10:00～／きらきら

　はっぴぃバースデー◦
「あやちゃんばぁばのお話」のお話」
10:30～11：30／ピコロ

　ほんの森ぶっくるん
10:30～／きらきら

　わ・わ・WA!◦
「フォトフレームつくり」
10:00～／きらきら

　すくすく子育て◦
「白山三枝子先生親子3B体操」
10:30 ～／きらきら

　つくろうね◦
「スクラップブッキング」
10:30～11：30／定員あり

（8/10締切）／ピコロ

　健康相談（栄）
14:30 ～15:00 ／上陽支所 　出張ひろばトゥインクル

10:00～16:00

　出張ひろばトゥインクル出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00

　出張ひろばトゥインクル
10:00～16:00

　移動ひろば
10:00～13:00
／長峰保育所

　移動ひろば
10:00～13:00／長峰保育所

　移動ひろば
10:00～13:00／矢部公民館

　乳幼児健診
10か月児（R3年11月生）
／やめっこ未来館 

　乳幼児健診
3歳児（R1年8月生）
／やめっこ未来館 

　乳幼児健診
1歳6か月児（R3年2月生）
／やめっこ未来館 

　乳幼児健診
1歳6か月児（R3年1月・2月生）
3歳児（R1年7月・8月生）／ふじの里 

　乳幼児健診
4か月児（R4年5月生）
／やめっこ未来館

　子育て相談◦
9:30～10:30／やめっこ未来館

　ベビーズクッキング◦
10:00 ～12:00 ／やめっこ未来館
／筆記具、離乳食冊子持参

　健康相談（保・栄）
10:00～11:00／立花市民センター

　健康相談（保・栄）
10:00 ～11:00 ／べんがら村 

　健康相談（保・栄）
10:00 ～11:00 ／黒木支所

　健康相談（保・栄）
10:30 ～11:00 ／星野支所

　健康相談（栄）
14:30 ～15:00 ／矢部支所

き健

健

健

健

健

健

み

み

き

き

き

ピ

ピ

移

移

移

移

移

移

移

子

子

子
子

子

子

　移動ひろば
10:00～13:00／かがやき 

子

住民健診

住民健診

住民健診

9月の催し 中止となった催し
鹿里棚田彼岸花まつり
9月23日㈷～ 25日㈰
星野村鹿里棚田
問鹿里ふるさと会（☎
090・4346・2560）

浮世絵展 
北斎・歌麿・写楽・廣重・国芳
9月3日㈯～ 10月16日㈰
八女伝統工芸館特設会場
問同館（☎22・3131）

風流・はんや舞
問星野支所まちづくり
推進係（☎52・3112）
八朔祭・花火大会
問実行委員会 野田さん

（☎090・2396・3437）

移

移
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相談はお気軽にどうぞ
無料法律相談 【予約】
◦ 9 月15日㈭・10 月6日㈭ ／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 9 月9 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 9 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 9 月22 日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 9 月16 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※ 2 日前から予約開始
　☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦9月20日㈫ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦9月2日㈮13:00 ～ 16:00
　／おりなす八女研修棟
行政相談（総務課☎23・1224）
◦9月1日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月12日㈪ 13:30 ～ 15:30
　／立花市民センター 2階
◦9月13日㈫ 13:30 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月21日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦9月9日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月16日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦9月7日㈬、21日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦9月14日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦9月21日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦9月28日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦9月20日㈫ 13:00 ～ 14:30

　／八女市役所 103会議室
◦9月9日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月22日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
定例税務相談会
◦9月12日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会【予約】
◦9月21日㈬13:30 ～ 16:30 ／八女
　商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課福祉総務係☎24・8030）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている人はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　☎0942・33・6192
こども相談室（家庭児童相談室） 【予約】
◦平日 9:00 ～ 17:00　
　本庁内（☎23・1448）
　黒木支所内（☎42・1800）
精神保健福祉相談 【予約】
心配事は一人で考えず、専門家に相談
してください。精神科の医師や保健師
がこころに関する相談に応じます。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館（☎0942・30・0144）
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》
◦ 平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター☎23・1183

教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
無料弁護士相談【予約】
◦ 毎月第1水曜13:00 ～ 15:00 ／第2・

4水曜18:30 ～ 20:30 ／ひとり親サ
ポートセンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
（電話相談または来訪）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
※来訪は要予約
◦ 平日 9:00～17:00／☎24・9422
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

福岡県あすばる相談ホットライン
◦ 毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

　ひとり親家庭を対象に、
就業支援等を行っています。
◦久留米ひとり親サポート
センター（☎ 0942・32・1140）

電 話 相 談
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ほっと館
かん

やめ
八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。（市内 2 か所）
①八女市高塚 191（共生の森内）
月～金・第 2 土曜日
9:00 ～ 17:00 開館（☎ 22・8315）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）

場所が
変わり
ました
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☎ 22・5332
おりなす八女 ホームページ

八女市立図書館（本館）☎22・2504
本館の開館時間＝平日10時～ 20時

　　　　　　　　土日祝10時～18時
対象＝幼児～小学生
★本館＝3日、10日、17日、24日  ※いずれも土曜日14時～
　　　　24日のみ 2回開催　①10時30分～ ②14時～
★黒木分館＝3日㈯10時30分～

★9月のおはなし会

上陽分館 ☎22・8811
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

分館の開館時間＝　
9 時～17時30分

図書館だより

対象＝０～２歳児
♥本館＝4日 ㈰、17日 ㈯　11 時～　2 階研修室

♥9月のあかちゃんおはなし会

♣9月の館内整理日（全館休館）は30日㈮
♣本館休館日＝ 月曜、館内整理日
♣上陽・立花・矢部・星野分館休館日＝月曜、祝・休日、館内整理日、　
　特別整理期間
♣黒木分館休館日＝火曜、祝 ･ 休日、館内整理日、特別整理期間

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

（全席指定） 
（全席指定） 66,500 円

66,000 円

岸谷香が奏でる名曲たち、ソロ楽曲をはじめ
プリンセス プリンセス「Diamonds〈ダイアモンド〉」「M」 
ほか、ピアノとアコースティックギターでお届けします。

30周年を目前に控え、今、根本からの “原点回帰”
を追求。人間本来の「強さ」を精神性高い世界観で
表現する、衝撃の舞台。

KAORI PARADISE 2022

岸谷香

11/5

9/25

●土

●日

チケット発売

チケット発売中

友の会先行 ８/２７(土)／ 一般 ９/１７(土)

16:30 開演

18:30 開演

ハーモニーホール

ハーモニーホール

岸谷香
DRUM TAO

2022
「KAIKI」

使っていますか「やめし電子図書館」使っていますか「やめし電子図書館」

ドナルド・キーン
日本の伝統文化を想う

おすすめ本紹介おすすめ本紹介

（別冊太陽）
平凡社/出版

ドナルド・キーンの人
生の軌跡と日本文化
に大きく貢献した業
績を、直筆原稿、書
簡、愛用品、数多くの
写真とともに多面的
に紹介。

◦対象館＝全分館
◦期間＝ 9月19日㈷～ 9月24日㈯　
　期間中の本の返却は返却ポストをご利用ください。
　期間中は本館は開館していますが、分館の本は貸
　し出しできません。

　今年３月にオープンした「やめし電子図書館」。約
１万 8 千冊の電子書籍を図書館に行かなくても借り
ることができ、自動返却します。24 時間 365 日利用
できる便利な図書館です。まずは、図書館のホーム
ページ「やめし電子図書館」のバナーからログイン！

特別整理期間に伴う休館特別整理期間に伴う休館

2022 八女平和の祈り公演～秋～
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※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

訓練の成果を発揮、
優勝分団は県大会へ！

河川を守る
長年の功績をたたえて

　公益社団法人日
本河川協会の令和
４年度河川功労者
として、金川照彦
さんが表彰されま
した。金川さんは
昭 和 50 年 4 月か
ら 令 和 3 年 12 月
ま で 約 46 年 間、
花宗水門の管理人としての重責を全うされ、地域社
会への災害防止と住民の生命・財産を守るために貢
献しました。
　7 月 19 日㈫に行われた伝達式で、金川さんは「設
置の時から約 50 年間、命を懸けて花宗水門に携わ
らせていただきました。これからもできる限り水門
管理のお手伝いができればと思います」と話しまし
た。

　7 月 31 日㈰、春の山公園グラウンド（上陽町）で
第 3 回福岡県消防協会八女支部消防操法大会が開催
され、小型ポンプの部に 14 チーム、自動車ポンプ
の部に 6 チームが出場し、日ごろの訓練の成果を競
いました。
　各部の優勝チームは 9 月 4 日㈰に福岡県消防学校
( 嘉麻市）で行われる第 26 回福岡県消防操法大会
に出場します。県大会出場チームは次のとおり。

【小型ポンプの部】＝八女支団第 7 分団（川崎）
【自動車ポンプの部】＝八女支団第 3 分団（上妻）

平
和
の
灯
へ
誓
う

　
広
島
原
爆
投
下
の
日
の
8
月

6
日
㈯
、
星
の
ふ
る
さ
と
公
園

平
和
の
広
場
で
、
八
女
市
平
和
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念
式
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が
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れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
原
爆
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れ
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午
前
8
時
15
分
、
原
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死
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を
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め
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1
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三
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そ
の
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岸
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長
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メ
ッ
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ー
ジ
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１
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症
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大

防
止
の
た
め
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模
を
縮
小
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　「恨みや憎しみだけ
では問題は解決できな
い」と教えてくれる平
和に対する願いの灯、
この星野の平和の灯を
必ず守り抜いていきた
い。

　平和を実現するため
に私たちに何ができる
のか。星野で育った人
間の一人として、世界
中の人々の幸せを願い、
これからも平和の大切
さを伝え続けていく。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

高木るなさん

祝原奉孝さん

　今年は岸田内閣総理大臣から
メッセージが届きました。原文
はこちら。

　平和の火の由縁となる広島市
長からもメッセージが届きまし
た。原文はこちら。
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　平成 24 年 7 月
に発生した九州北
部豪雨から 10 年
経 過した 7 月 14
日㈭、災害犠牲者
の追悼式を市役所
で行いました。こ
の災害で市内で２
人が死亡、民家 1243 棟が被害を受けました。正午
のサイレンに合わせて、犠牲者の出た黒木町や星野
村がある東側を向いて黙とうをささげました。三田
村市長は、「近年災害が毎年のように発生しているが、
この経験を風化させず、市民の命を守るため全力で
取り組む」と話しました。

八女市の選手たちが活躍を報告

　各競技で活躍している八女市ゆかりの選手が三田
村市長に全国大会の結果ならびに出場の報告を行い
ました。

※西短附は「西日本短期大学附属高等学校」
の略称。出場大会名・大会結果・所属等の詳
細についてはホームページに掲載しています。

競技名 氏名 学校名
柔道 山城 航雅 西短附３年
俳句 楠本 蒼依 西短附３年
相撲 西尾 勇斗 福島中学校３年

少林寺拳法 原 瑞紀 八女学院中 2 年

競技名 チーム名
野球 FUKUOKA ガールズ（福岡県選抜）

【個人競技】

【団体競技】

人権擁護委員をご存じですか

給茶機の茶葉をいただきました

　市では、「茶のくに八女」の子どもたちにおいしい
八女茶を味わいながら、健康な学校生活を送り、地
元に誇りを持ってもらうために市内全校に給茶機を
設置しています。
　今年も、福岡八女農業協同組合茶業部会各支部・
福岡県茶商工業協同組合流通部会から給茶機に使
用する茶葉をいただきました。給茶機は、毎年の茶葉
の品質に合わせ、温度や抽出時間が設定されていま
す。家庭でお茶を飲む機会が少なくなってきていま
すが、この機会を通じ、おいしいお茶に親しんでも
らえればと思います。

　 人 権 擁 護
委 員 は、 法
務 大 臣 か ら
委 嘱 さ れ た
人 で す。 基
本 的 人 権 の
擁護を目的と
して、地域の
住 民 が 人 権
について関心をもってもらえるような啓発活動を行
います。また、人権相談所などで住民の皆さんから
の人権相談に応じています。人権擁護委員は、あな
たの地域の身近な相談パートナーです。相談無料。
秘密厳守。気軽にご相談ください。
■人権擁護委員として委嘱されました
　市の人権擁護委員として令和 4 年 7 月 1 日付で
次の人が委嘱されました。（任期は令和 7 年 6 月 30
日まで）。
月足教信さん（立花中学校区）・引地義治さん（矢
部清流学園校区）・北原徳己さん（矢部清流学園校区）
■人権擁護委員へ表彰状贈呈
　多年にわたって人権擁護委員として活動した 2 人
へ法務省人権擁護局長から古川正二さん（写真左）、
全国人権擁護委員連合会長から平島豊彦さん（写真
右）へ、それぞれ表彰状が贈られました。
　これは、人権を侵害された被害者の救済や人権相
談活動のほか、人権思想の普及や人権擁護活動など
地域に密着した活動に対してのものです。
◦問い合わせ＝福岡法務局八女支局（☎ 23・2603）

九州北部豪雨から10年

【写真】　山城 航雅さん（左）、楠本 蒼依さん（右）
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情
報
公
開
制
度
は
、「
知
る
権
利
」

を
保
障
し
、
市
民
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
皆
さ
ん
に
市
政
の
内
容
や
市

民
の
活
動
に
必
要
な
情
報
を
公
開
す

る
制
度
で
す
。
市
が
「
説
明
責
任
」

を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
が

参
加
し
や
す
く
、
よ
り
公
正
で
開
か

れ
た
市
政
を
目
指
し
ま
す
。（
実
績

＝
左
表
上
段
）

　

八
女
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ

り
市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
を
適
正

に
取
り
扱
う
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め

る
と
と
も
に
、
自
分
の
個
人
情
報
の

開
示
な
ど
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政
の
適
正
か

つ
円
滑
な
運
営
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
権
利
利
益
を
保
護
し

て
い
ま
す
。（
実
績
＝
左
上
表
下
段
）

　

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
る
た
め
、

次
の
機
関
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

学
識
経
験
者
な
ど
５
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と

し
て
、
公
文
書
の
公
開
お
よ
び
個
人

情
報
の
開
示
等
の
請
求
に
対
す
る
決

定
に
つ
い
て
、
審
査
請
求
が
さ
れ
た

場
合
に
調
査
審
議
し
ま
す
。
令
和
3

年
度
は
6
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
識
経
験
者
な
ど
５
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と

し
て
、
情
報
公
開
制
度
お
よ
び
個
人

情
報
保
護
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
調
査
審
議
し
ま
す
。
令
和

3
年
度
は
1
回
開
催
し
ま
し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
文
書

法
制
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

個
人
情
報
保
護
制
度

情
報
公
開
制
度

八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
議
会

八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会

◦公文書公開の実施状況（令和3年度）

請求
件数

処理状況の内訳 審査
請求公開 部分

公開 非公開 不存在 取下げ

40 12 21 0 7 0 0
このほか、要介護認定・要支援認定関係情報の公開規程
による請求は 1,297 件でした。
◦個人情報開示の実施状況（令和3年度）

開示
請求

訂正等
請求

目的外
利用

外部
提供

審査
請求

18 0 1 1 1

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
専
用
窓
口
を
次

の
日
程
で
開
設
し
ま
す
。
受
け
取
り
に
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
臨
時
窓
口
の
開
設
は
本
庁
の
み

と
な
り
、
各
支
所
の
カ
ー
ド
も
本
庁
で
の
受
け
取

り
と
な
り
ま
す
。

◦
開
設
日（
予
約
締
切
日
）＝
9
月
11
日
㈰
（
同
7

日
㈬
）

※
予
約
状
況
に
よ
り
早
め
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◦
開
設
時
間
＝
8
時
30
分
～
12
時

◦
会
場
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
特
設
会
場

◦
対
象
業
務
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
み

◦
必
要
な
も
の
＝
電
話
予
約
時
に
案
内

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

推
進
係
（
☎
２
３・１
１
１
７
）

八
女
市
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
よ
り
「
フ
レ
ッ
ツ
・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」

（
Ｄ
Ｓ
Ｌ
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
）ご
契
約
者
様
へ

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
「
フ
レ
ッ
ツ
・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」

は
２
０
２
３
年
1
月
31
日
㈫
で
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
終
了
し
ま
す
（
一
部
地
域
除
く
）。
引
き
続
き

フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
場
合
、サ
ー
ビ
ス
切
替
え
の
工
事
が
必
要
で

す
。場
所
や
利
用
状
況
に
よ
っ
て
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。詳
細
は
次
の
番
号
へ
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
は
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
の
契
約
・
料
金
が
必
要
で
す
。
利
用
状

況
に
よ
り
対
応
機
器
の
追
加
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

の
変
更
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
☎
０
１
２
０・１
１
６
１
１
６

〈
受
付
時
間
：
９
時
～
1 7
時
／
年
末
年

始
除
く
〉

　市内の放課後児童が利用する学童保
育所は、八女市から社会福祉法人等の団
体に委託して運営しています。今回、立
花地区小学校区内の２学童保育所を対象
に、令和 5 年度からの委託事業者を募集
し、プロポーザル方式により決定します。
詳しくは募集要項をご覧ください。
◦応募資格＝八女市内に主たる事務所ま
たは事務所がある法人または事業者で、
幼稚園、保育所、学童保育所等の運営を
行っているもの。
◦委託予定の学童保育所＝立花地区小
学校区内の２学童保育所を一括委託しま
す。
◦募集要項＝子育て支援課こども保育係
で配布します（市ホームページからもダ
ウンロードできます）。
◦応募受付期間＝ 9月１日㈭～22日㈭
◦選考方法＝１次審査（書類審査）、２
次審査（プレゼンテーション審査）
◦委託期間＝令和5年度から最長5年間。
業務の履行状況が良好と認める場合に１
年ごとに更新します。
◦受付・問い合わせ＝子育て支援課こど
も保育係（☎ 23・1351）

学童保育所の運営委託事業者を
募集します

日
曜
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
取
専
用
窓
口
を
開
設
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　八女市緊急通報システムは、24
時間対応可能なコールセンター方
式で、自宅での生活に不安を感じ
ている高齢者などを見守ります。
◦サービスの内容＝①「緊急」ボタ
ンによる緊急時の通報（救急車の手配など）、②「相談」ボタン
による相談対応やタクシーなど必要な事業者への取り次ぎ、
③コールセンターからの「声かけ」による安否確認（月1回）
◦利用できる人＝①おおむね 65 歳以上の一人暮らし高齢者 
②おおむね 65 歳以上の高齢者のみ世帯の人 ③一人暮らしの
重度身体障害者 ④その他利用が必要と認められる人
◦利用者負担＝月額 400 円（通常、設置作業の費用と通話料
金はかかりません）
◦問い合わせ＝介護長寿課高齢者支援係（☎２３・１３０８）
または各支所担当係

令和 4 年度福岡県腎臓疾患患者
福祉給付金（前期分）の支給

高齢者などを見守る「緊急通報システム」

   就労等のため、夜間に人工透析を受け
ている腎臓疾患患者に、令和４年４月か
ら 9 月の通院に伴う交通費の一部（月額
2,000 円）を助成します。
◦対象＝次の要件に当てはまる人
①夜間（午後 5 時以降）に人工透析を月
に 5 回以上受けている
②身体障害者手帳の交付を受けている
③通院距離または通院費用が諸要件に該
当する（自家用車利用・公共交通機関・
タクシー利用者ごとに要件が違います）
④所得制限額以内の所得である
◦申請期限＝令和 4 年 9 月末まで
◦問い合わせ・申請窓口＝福祉課障がい
者福祉係（☎ 23・1335 ／O22・7099）

B障害基礎年金受給者＝障害等級１級の人は月額
6,275 円、障害等級が２級の人は月額 5,020 円。
C遺族基礎年金受給者受給者 = 月額 5,020 円
◦請求手続き＝対象者には、日本年金機構から 9 月初
旬頃より請求可能な旨のお知らせを送付します。同封
のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に必要事
項を記入し日本年金機構へ提出してください。
　令和 5 年１月 4 日までに請求手続きが完了しますと、
令和 4 年 10 月分からさかのぼって受け取ることがで
きます。
※令和 4 年 4 月 2 日以降に、世帯変動等があり、対
象者と思われる人は日本年金機構（年金事務所）また
は市民課市民・年金係、各支所国民年金の担当までお
問い合わせください。
◦問い合わせ＝給付金専用ダイヤル（☎ 0570・05・
4092 ／ナビダイヤル）

※日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案
内にご注意ください。日本年金機構や厚生労働省から、
口座番号を聞いたり、手数料などの金銭を求めること
はありません。

年金生活者支援給付金制度
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所
得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援す
るために、年金に上乗せして支給されるものです。受
け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手
続きは、日本年金機構（年金事務所）が行います。
◦対象者＝
A老齢基礎年金を受給している人のうち、次の要件全
てを満たしている人。《要件＝① 65 歳以上、②世帯員
全員の市町村民税が非課税、③年金収入額とその他
所得額の合計が約 88 万円以下》
B障害基礎年金・C遺族基礎年金を受給している人の
うち、前年の所得額が約 472 万円以下の人。
◦給付額＝
A老齢基礎年金受給者＝基準額に、保険料納付済期間
等に応じて算出され、次の①と②の合計額になります。
①保険料納付済期間に基づく額（月額）＝ 5,020 円×
保険料納付済期間／480月。②保険料免除期間に基づ
く額（月額）＝10,802 円×保険料免除期間／480月。
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就
職
希
望
者
と
地
元
企
業
の
出
会
い

の
場
と
し
て
、
合
同
会
社
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
採
用
担
当
者
な
ど
か
ら
、
仕
事
の
内

容
等
を
直
接
聞
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
予
約
不
要
。

　
同
日
、
労
働
相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ

て
は
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
18
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
主
催
＝
筑
後・八
女
地
区
雇
用
問
題
協
議
会

◦
問
い
合
わ
せ
＝
協
議
会
事
務
局
（
企
業
誘
致
課

雇
用
促
進
係
／
☎
２
３
・
１
１
５
３
）

　
応
募
し
た
い
会
社
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
以
外

も
可
）
が
あ
る
け
れ
ど
「
志
望
動
機
」
の
書
き

方
に
迷
っ
て
い
る
人
。
予
約
不
要
。（
来
所
の
際
、

希
望
す
る
仕
事
な
ど
の
簡
単
な
登
録
を
行
い
ま

す
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　
令
和
4
年
6
月
か
ら
、
毎
月
第
4

火
曜
日
の
午
後
に
、
黒
木
支
所
で「
出

張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
八
女
の
職
員
が
、
職
業
相
談
等
に
対
応

し
ま
す
。
八
女
市
内
に
住
ん
で
い
る
求
職
者
で
あ

れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
業
誘
致
課
雇
用
促
進
係
（
☎

２
３
・
１
１
５
３
）

⃝

登
録
者
募
集
＝
働
く
意
欲
の
あ
る

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
が
登
録（
無

料
）し
、
企
業
等
と
の
条
件
が
合
え
ば
、
窓
口
と

な
り
企
業
へ
の
派
遣
・
職
業
紹
介
を
し
ま
す
。

◦
求
人
企
業
募
集
＝
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
幅
広
い

分
野
で
即
戦
力
と
な
る
高
齢
者
を
登
録
し
て
い
ま

す
。
経
験
豊
富
な
高
齢
者
を
雇
用
し
ま
せ
ん
か
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
高
齢
者
能
力
活

用
セ
ン
タ
ー
「
は
つ・ら
つ・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
留
米
」

（
☎
０
９
４
２
・
３
５・０
５
２
０
）

　
再
就
職
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
社
会
参
加
を
考
え
て
い
る
シ
ニ
ア
の
た

め
に
、
支
援
機
関
に
直
接
相
談
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。
事
前
申
し
込
み

と
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
利
用
登
録
が

必
要
で
す
。

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
層

◦
日
時
＝
9
月
13
日
㈫
　
１
回
目
10
時
～
12
時
、

２
回
目
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
定
員
＝
各
回
30
人

◦
会
場
＝
大
牟
田
文
化
会
館

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２・４
３
２・２
５
１
２
）

「
筑
後
市
・
八
女
市
・
広
川
町
」合
同
会
社
説

明
会

就
業
希
望
の
高
齢
者
登
録
・
求
人
企
業
の
募
集

シ
ニ
ア
の
た
め
の
し
ご
と
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
セ
ミ
ナ
ー

９
月
は
志
望
動
機
ア
ド
バ
イ
ス
月
間

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
in
黒
木
支
所

就
職
な
ど
に
関
す
る
面
談
・
相
談
・
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す

　
自
動
車
は
高
齢
者
に
と
っ
て
も

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

移
動
手
段
で
あ
る
一
方
、
危
険
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
女
市

で
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
１
日
で

も
長
く
安
全
に
運
転
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
受
講
し
て
、

運
転
技
術
や
知
識
を
再
度
見
直
し

て
く
だ
さ
い
。
試
験
を
行
う
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
気
軽

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
（
参
加
対
象
地
区
）
＝
10

月
７
日
㈮
（
黒
木
地
区
在
住
者
）、

10
月
14
日
㈮
（
市
内
全
域
対
象
）、

10
月
21
日
㈮
（
上
陽
地
区
在
住

者
）、
10
月
28
日
㈮
（
星
野
地
区

在
住
者
）、
11
月
4
日
㈮
（
市
内

全
域
対
象
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
14
時
～
16
時

※
参
加
希
望
者
で
、
居
住
地
域
の

開
催
日
程
と
の
都
合
が
つ
か
な
い

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
ス
ク
ー
ル
の
内
容
（
予
定
）
＝
運

転
診
断
、
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い

体
験
、
バ
ッ
ク
体
験
、
サ
ポ
カ
ー

体
験
、
Ｖ
Ｒ
体
験
等

◦
定
員
＝
各
日
20
人
（
先
着
）

◦
費
用
＝
無
料

◦
対
象
＝
普
通
自
動
車
の
免
許
を

有
し
、
八
女
市
に
住
所
を
有
す
る

65
歳
以
上
の
人

◦
申
し
込
み
方
法
＝
申
込
書
を
提

出
す
る
か
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
に
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申
込
書

は
防
災
安
全
課
ま
た
は
各
支
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
に
あ
り
ま
す
。

◦
申
込
期
限
＝
９
月
30
日
㈮

◦
当
日
準
備
す
る
も
の
＝
運
転
免

許
証
、
運
転
し
や
す
い
服
装
な
ど

◦
開
催
場
所
＝
八
女
中
央
自
動
車

学
校
（
八
女
市
平
田
３
８
８
）
※

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
で

参
加
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全

課
生
活
安
全
係（
☎
２
４・８
１
４
６

／
O
２
３・２
５
８
３
）

八
女
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集
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9月10日は「世界自殺予防デー」
9月10日～16日は「自殺予防週間」

　新型コロナウイルス感染拡大により仕
事や学校、日常の生活が変わり、感染へ
の恐怖や不安などさまざまなストレスに
長期間さらされている状況です。このよ
うな時期はうつなどの傾向がみられやす
くなります。
　こころの不調を感じている人は、病気
を認めたくないことや家族に迷惑をかけ
たくないなどの理由から、誰にも相談で
きないことがあります。周りの人がいつ
もと違う様子に気づいたら、まずは優し
く声をかけてみましょう。「なんか元気な
いけど、大丈夫？」一歩の勇気が大切な
人の命を守ります。
　また、健康推進課では「心理士による
こころの相談（予約制）」も行っ
ています。気持ちを少し話して
みませんか。
◦命を考える図書コーナーを設置
　八女市立図書館本館では自殺予防週間
にあわせ９月の１か月間、命の大切さや
自殺予防に関連した書籍を特設コーナー
に設置しています。子どもから大人まで
見ていただけるコーナーになっています。
この機会に命について考えてみましょう。
◦問い合わせ＝健康推進課保健指導係

（☎ 23・1352）

広報八女 2022.9.123

※『「精神科医の禅僧」が教える心と身体の正しい休め方』は「やめし電子図書館」の電子図書です。
電子図書館の利用方法は、八女市立図書館のホームページ（右二次元コード）をご覧ください。

ひきこもりや精神障害者に関する講演会
◦演題＝接し方で変わるひきこもりや精神
障害者の回復力
◦講師＝高森信子さん（生活技能訓練のス
ペシャリスト）
◦日時＝ 9月10日㈯ 13:30～15:30（障が
いを持つ人に向けた講演）／ 9月11日㈰
10:30～12:30（ひきこもりや精神疾患を持
つ人の家族・支援施設職員向けの講演）・
13:30～16:00（困りごと相談）

◦会場＝福祉会館大会議室（八女市社会福
祉協議会３階）
◦参加方法＝事前申し込みが必要です
◦参加費＝無料
◦申込・問い合わせ＝八女地域精神障害者
家族会のぞみ会（八女作業所内／☎ 23・
1747 ／担当：山口・松山）
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況に
よっては、開催を中止する場合があります。 高森信子さん

「いいからいいから」
長谷川義史作／絵本館

とってもおおらかなおじいちゃんに、思

わず笑顔になる絵本です。

「しんどい心にさようなら」

きい著／ KADOKAWA

本当のあなたに出会えた時、生きづらい

が解けていきます。

『「精神科医の禅僧」が教える心と身体の正しい休め方』（※）
川野泰周著／ディスカバー・トゥエンティワン
脳の疲れを取り、心身ともに健やかになる方
法を紹介。
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運動３００Ｐ健康ポイント

第
33
回

茶
の
く
に
八
女

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

⃝

日
に
ち
＝
11
月
27
日
㈰
雨
天
決
行

⃝

会
場
＝
八
女
市
黒
木
体
育
セ
ン
タ
ー

⃝

受
付
＝
８
時
30
分
～
９
時
30
分

⃝

開
会
式
＝
９
時
30
分
～

⃝

参
加
料
＝
３
０
０
０
円

⃝

参
加
賞
＝
八
女
茶
・
地
元
特
産
品
・
タ

オ
ル

⃝

表
彰
＝
各
コ
ー
ス
男
女
別
１
～
３
位

⃝

抽
選
会
＝
10
万
円
分
の
旅
行
券
を
は
じ

め
、
市
内
観
光
施
設
の
宿
泊
券
、
地
元
特

産
品
な
ど
多
数

⃝

応
募
方
法
＝
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
大
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

⃝

申
込
方
法
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝

チ
ョ
ッ
パ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
エ
ン
ト
リ
ー
事

務
局
（
☎
０
７
９
４・７
０・８
２
０
０
／
平

日
９
時
～
17
時
の
み
）
⃝

大
会
事
務
局
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に

八
女
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
（
八
女
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
／
☎

２
４・
１
２
３
０
）
ま
た
は
黒
木
支
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
４
２・１
１
１
１
）

※
大
会
当
日
、
10
時
～
14
時
ま
で
コ
ー
ス

上（
黒
木
体
育
セ
ン
タ
ー
～
笠
原
地
区
間
）

は
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
こ
の
大
会
は
、
八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト

の
対
象
事
業
で
す
。

【 種目とスタート時刻】
種　　目 スタート時刻 備　　考

ハーフコース 10 時 20 分 時間制限
3 時間 20 分

10㎞コース
10 時 40 分 時間制限なし

同時スタート５㎞コース 参
加
者
募
集
！

坂本繁二郎生誕140年記念

坂本が愛した
八女の地を巡るツアー
　明治 15（1882）年、久留米市京町に生まれ、
フランスから帰国後、自然豊かな八女の地に
住居・アトリエを構え、真実を追い求めた坂本
繁二郎画伯ゆかりの地を八女市観光案内人と
巡ります。
◦日時＝11月3日㈷ 13:00～16:30（雨天決行）
◦受付＝12:30 ～
◦集合場所＝おりなす八女内 桜カフェ
◦募集人数＝15 人
◦参加費＝1,500 円（当日受付で徴収します／
お菓子付きお茶・参加記念品・保険代など含む）
◦申込み開始日＝9 月1日㈭
◦申込み方法＝電話で申込み
◦申込・問い合わせ＝八女市観光協会福島支
部（☎ 24・8302 ／平日９時～17 時／担当：
藤吉）、横町町家交流館（☎ 23・4311／土日
祝日10 時～17 時）
※新型コロナウイルス感染症の状況によって、
中止する場合があります。

▲参加申込みは
　こちらから

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う 

八
女
茶
の
里

奥
八
女
黒
木
で
秋
を
満
喫

　㈶自治総合センターは、社会貢
献広報事業として、宝くじの受託
収入を財源とするコミュニティ助
成を行っています。令和４年度は
次の事業を行いました。
　黒木町南笠原行政区は、地域コ
ミュニティの活性化を図るため、行事や祭りで活用するテ
ントや机などを整備しました。総会等参加者の負担軽減や
旭座人形芝居、ヤマメ祭りなどイベントの利便性の向上に
つながり、地元に愛される行事が後世へ引き継がれていく
ことが期待できます。

宝くじの助成金でイベント用備品を整備

スポーツ振興くじ助成事業
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　八女市立図書館が所蔵する漢
籍（中国の漢文書籍）の由来に
ついて、明治時代の八女地方の
教育・学問振興のため図書館に
期待された役割とともに紹介し
ます。
◦講師＝鹿児島大学准教授 大渕
貴之さん・九州大学附属図書館 山根泰志さん
◦日時＝10 月 2 日㈰ 13:30～15:00（開場 13:00)
◦会場＝おりなす八女
◦定員＝100 人（要予約）
◦予約開始日＝ 9 月1日㈭
■同時開催事業
修復を終えた漢籍を
展示します。
◦期間＝ 10月 2日㈰
～９日㈰
◦会場＝八女市立図
書館
◦申込・問い合わせ＝
八女市立図書館（☎ 22・2504）

八女市岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの
郷」（☎ 24・3200 ／N24・3210）月曜休館 
※掲載のイベントについては、新型コロナウイルス感染
拡大状況により、中止や延期となる場合があります。

　筑後地方で誕生し、多彩な色調と豊かな画題で
人々の関心を集める彩色系装飾古墳。それはやがて
九州北部全域に広がりました。その地域が誇る文化
遺産である装飾古墳と、磐井の乱との関わりなどに
ついて話します。
◦演題＝磐井の乱と装飾古墳
◦講師＝吉田東明さん（九州歴史資料館）
◦日時＝ 9月24日㈯ 13:30 ～ 15:00
◦定員＝ 40 人（先着順・要申込）
◦申込受付開始日＝ 9月１日㈭

いわいの郷歴史講座（企画展記念講演）

■岩戸山古墳型コインケースを作ろう
　北部九州最大の前方後円墳・岩戸山古墳は、東
北隅に別区という区画を持つ独特の形をしています。
古墳愛あふれる講師と古墳グッズ（革製コインケー
ス）づくりを通して岩戸山古墳について学んでみま
せんか。
◦日時＝９月17 日㈯
　10:00 ～ 12:30
◦講師＝宮野弓絵さん（「ひた
すら古墳を愛でる会社」代表）
◦対象者＝中学生以上
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦参加費＝ 1,000 円
◦申込受付開始日＝ 9月１日㈭

いわいの郷体験イベント

■乗場古墳史跡指定 100 年記念
　国指定史跡「八女古墳群」の１つである乗場古
墳は、大正 11 年の指定から今年で 100 年を迎えま
した。筑紫君磐井の息子葛子の墓であろうと言われ
たこの古墳のほか、関連する十数か所の装飾古墳を
大型パネルで紹介します。
また、磐井の墳墓諭争に関わる広川町正恵大坪遺
跡出土品も展示します。
◦期間＝ 9月21日㈬～ 11月1日㈫

いわいの郷令和４年度企画展

八女市立図書館所蔵「漢籍」

大渕貴之 さん

　森林セラピーに関する大規模イベント「福
岡県森林セラピーサミット 2022」が八女市
で開催されます。グリーンピア八女にある森林セラ
ピー基地の中で癒やし効果体験や、素晴らしい景観
を楽しみながら全身をリフレッシュしてみませんか。
◦日にち＝ 9月23日㈷
◦場所＝くつろぎの森グリーンピア八女
◦募集人数＝100 人程度（申込多数の場合は抽選）
◦参加費＝体験項目によって料金が異なります。
◦申込期限＝ 9月12日㈪
◦申込方法＝上記二次元コードから申し込み
◦問い合わせ＝黒木支所まちづくり推進係（☎ 42・
1112）

「福岡県森林セラピーサミット2022」開催

八女図書館の始まりと受け継がれる書物
講演会
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点
訳
グ
ル
ー
プ
「
わ
か
ば
会
」

で
は
、
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人

向
け
に
広
報
な
ど
の
点
訳
を
行

い
、
生
活
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◦
期
間
＝
10
月
12
日
～
11
月
16

日
（
毎
週
水
曜
・
全
6
回
）

◦
時
間
＝
19
時
～
21
時

◦
場
所
＝
社
会
福
祉
会
館
2
階

中
会
議
室

◦
受
講
費
＝
無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会

福
祉
協
議
会
福
祉
課
（
☎
２
３
・

０
２
９
４
）簿

記
検
定
試
験
３
級
合

格
を
目
指
す
た
め
の
短

期
集
中
型
の
講
座
で
す
。

◦
期
間
＝
10
月
3
日
㈪
～
11
月

14
日
㈪
（
※
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
、
全
18
回
、
祝
祭
日
除
く
）

◦
時
間
＝
19
時
～
21
時

◦
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所

◦
定
員
＝
10
人
（
先
着
順
）

◦
料
金
＝
主
催
団
体
会
員
５
千

円
、
そ
の
他
８
千
円

◦
申
込
締
切
＝
9
月
16
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商

　

矢
部
川
・
花
宗
川
の
水
や
関

係
施
設
の
管
理
な
ど
を
行
う
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

◦
身
分
＝
地
方
公
務
員

◦
募
集
職
種
・
人
数
＝
土
木
技

術
（
初
級
）・
１
人

◦
受
験
資
格
＝
平
成
５
年
４
月

２
日
～
平
成
17
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
土
木
に
関

す
る
専
門
課
程
を
修
了
し
た
人

（
修
了
見
込
の
人
を
含
む
）
ま
た

は
土
木
に
関
す
る
職
務
等
に
勤

務
経
験
が
あ
る
人

◦
試
験
日
＝
10
月
16
日
㈰

◦
試
験
場
所
＝
花
宗
用
水
組
合

（
八
女
市
稲
富
６
８
１
）

◦
試
験
案
内
＝
同
組
合
で
配
布
。

郵
送
請
求
等
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
9
月
20
日
㈫
ま

で
※
郵
送
の
場
合
は
必
着

◦
問
い
合
わ
せ
＝
花
宗
用
水
組

合
（
☎
２
２・４
０
６
４
）

例
年
、
源
泉
徴
収
義
務

者
の
皆
さ
ん
に
送
付
し

て
い
た
年
末
調
整
関
係
手
引
等

に
つ
い
て
は
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

工
会
議
所
（
☎
２
２・５
１
６
１
）

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
お
金

や
土
地
・
建
物
な
ど
に
関
す
る

紛
争
、
夫
婦
関
係
や
相
続
な
ど

の
家
庭
内
問
題
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
く

だ
さ
い
。
マ
ス
ク
着
用
で
の
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
10
日
㈯
・
10
月

2
日
㈰
10
時
～
15
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
調
停
協

会
（
☎
２
３
・
４
０
３
６
）

　

道
の
駅
た
ち
ば
な
の
食
事
処

「
招
竹
梅
」
に
飲
食
店
舗
を
１
軒

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
場
所
＝
八
女
市
立
花
町
下
辺

春
３
１
５
ー
１（
道
の
駅
た
ち
ば

な
）

◦
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
＝
約
18
㎡

◦
受
付
期
間
＝
９
月
30
日
㈮
ま

で◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
道
の
駅

た
ち
ば
な
（
☎
３
７・１
７
１
１
）

＝
8
時
15
分
～ 

▽
開
会
式
＝
9

時
～  

▽
開
始
＝
9
時
30
分
～

◦
会
場
＝
八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公

園「
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八
女
」

◦
参
加
対
象
＝
八
女
市
民
（
個

人
参
加
・
初
心
者
大
歓
迎
）

◦
参
加
費
＝
無
料（
参
加
賞
あ
り
）

◦
申
込
締
切
＝
9
月
30
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

総
合
体
育
館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

ま
た
は
各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推

進
係

◦
期
日
＝
9
月
18
日
㈰ 

▽
受
付
＝
９
時
30
分 

▽

実
技
＝
10
時
～
11
時
30
分

◦
対
象
者
＝
幼
稚
園
・
保
育
所

に
通
う
年
長
、
年
中
さ
ん
親
子

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）、

各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

◦
日
時
＝
9
月
16
日
㈮
17
時
30

分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
６
０
０
円
▽

会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

八
女
市
教
育
委
員
会
で
は
、

教
育
委
員
会
議
を
各
地
域
へ
出

向
き
「
移
動
教
育
委
員
会
」
と

称
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
黒
木
地
区
、
矢
部
地
区
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。
会
議
終

了
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
も
行
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
9
月
28
日
㈬
18
時
30

分
～

◦
会
場
＝
矢
部
公
民
館
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

（
☎
２
４・９
４
５
１
）

◦
日
時
＝
10
月
30
日
㈰ 

▽
受
付

お知らせも
よ
お
し

移
動
教
育
委
員
会
議

募
　
集

　掲載している催し等は、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止のため、中止になる
ことも想定されます。市の催しについては八
女市ホームページで確認、そのほかについて
はお問い合わせください。催しへの来訪の際
はマスクの着用や検温にご協力ください。

点
字
教
室

一
　
般

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ・ス
ポ
ー

ツ
in
八
女

無
料
調
停
手
続
相
談
会

花
宗
用
水
組
合
職
員
募
集

八
女
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

簿
記
講
座

教
室
・
講
座

八
女
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
短
期
子
ど
も

体
操
教
室

相
　
談

道
の
駅
た
ち
ば
な
飲
食
店
事

業
者
募
集
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化
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
年
末
調
整
関

係
手
引
等
に
代
え
て
、
改
正
事

項（
昨
年
か
ら
の
変
更
点
）や
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
案
内
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

　

年
末
調
整
関
係
手
引
等
は
、

9
月
下
旬
頃
に
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
年
末
調
整
が
よ
く
わ

か
る
ペ
ー
ジ
」に
掲
載
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
税
務
署
法

人
課
税
部
門
（
☎
２
３・５
１
９
１

／
内
線
８
２
１
３
）

市
で
は
道
路
に
面
す
る

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
撤
去
を
行
う
所
有
者
ま
た

は
管
理
者
に
対
し
て
、
撤
去
工

事
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
自
宅
な
ど
に
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

交
付
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
前
に
必
ず
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
前
着
手
ま
た
は
既

に
工
事
が
完
了
し
て
い
る
も
の
は

対
象
外
で
す
。
他
の
補
助
金
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
補
助
金
額
＝
補
助
対
象
工
事

に
要
す
る
経
費
の
３
分
の
２
（
上

限
16
万
円
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課
都
市

計
画
係
（
☎
２
４・
９
４
５
６
）

ま
た
は
各
支
所
建
設
産
業
係

　

屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
広

告
板
や
広
告
塔
な
ど

の
屋
外
広
告
物
は
、
広

く
人
々
の
目
に
ふ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
街
の
景
観
の
一
部
で
す
。

こ
れ
ら
を
表
示
す
る
場
合
に
は
、

福
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基

づ
き
許
可
申
請
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
は
り
紙
、
は

り
札
、
立
看
板
は
電
柱
や
街
路

灯
柱
な
ど
に
は
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
は
り
紙
な
ど
を

表
示
し
て
い
る
場
合
は
、
違
反

広
告
物
と
な
り
ま
す
の
で
自
主

的
に
撤
去
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課
都
市

計
画
係
（
☎
２
４
・
９
４
５
６
）

市
で
は
ご
協
力
い
た
だ
い

た
緑
の
募
金
を
活
用
し
、

市
内
地
域
の
緑
化
に
取
り
組
む
団

体
等
へ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。今
年
度
も
次
の
と
お
り
、八
女

市
緑
の
募
金
助
成
事
業
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
本
庁
ま
た

は
各
支
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
助
成
対
象
＝
公
園
、
地
区
公
民

館
、
公
共
施
設
、
公
共
用
地
等
に

行
う
地
域
の
緑
花
木
（
樹
木
・
花
）

の
新
規
植
栽
お
よ
び
普
及
啓
発
活

動
で
あ
り
、
事
業
完
了
後
も
善
良

な
管
理
が
で
き
る
こ
と
。
※
花
苗

の
植
栽
も
助
成
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◦
対
象
者
＝
行
政
区
や
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
、
八
女
市
緑
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
認
め
る
団
体

◦
助
成
金
額
＝
1
団
体
当
た
り
20

万
円
を
限
度
。
植
栽
事
業
に
つ
い

て
は
協
議
会
が
認
め
る
経
費
を
対

象
と
す
る
。

◦
申
込
期
限
＝
10
月
末
日
ま
で

◦
募
集
件
数
＝
20
団
体
ま
で

◦
事
業
の
実
施
期
限
＝
植
栽
が
令

和
5
年
3
月
末
ま
で
に
完
了
す
る

こ
と
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
林
業
振

興
課
森
林
再
生
係
（
☎
２
３
・
１

１
６
８
）
ま
た
は
各
支
所
建
設
産

業
係

　

立
花
バ
ン
ブ
ー
株
式
会
社
で

は
、
竹
（
枯
れ
竹
を
含
む
）
の
搬

入
買
取
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
1
㎏
当
た
り
10
円
で
買
い

取
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
荷

く
だ
さ
い
。（
う
ち
１
円
は
立
花

バ
ン
ブ
ー
商
品
券
）

◦
搬
入
方
法
＝
４
年
生
以
上
の
も

う
そ
う
竹
（
枯
れ
た
竹
も
可
）
直

径
５
㎝
以
上
を
長
さ
２
・
２
㍍
～

２
・
５
㍍
に
切
り
揃
え
て
出
荷
し

て
く
だ
さ
い
。（
も
う
そ
う
竹
以

外
、
若
竹
、
虫
食
い
竹
は
買
い
取

り
で
き
ま
せ
ん
）

◦
買
取
時
期
＝
随
時
買
い
取
り

（
定
休
日
は
日
祝
日
、
第
１
・
第

３
土
曜
日
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
バ
ン
ブ
ー

株
式
会
社
（
立
花
町
兼
松
７
５

２
番
地
１
／
☎
３
７
・
１
６
７
６
）

　夏から秋にか
けては、台風や
前線の影 響で、
大雨、洪水、暴
風による自然災
害が発生しやす
い季節です。
　台風や大雨は毎年各地で大
きな被害をもたらしています。
防災気象情報をチェックし「自
らの命は自らが守る」意識を
持って、台風や大雨の前に早め
の準備・早めの避難を心がけま
しょう。
　自身が危険な場所にいる場合
は、避難することが原則です。
避難する際には、公学校や公民
館などの避難所だけではなく、
安全な親戚・知人宅などへの避
難も検討し、三密を避けて新型
コロナウイルス感染防止にも努
めましょう。

八女消防本部（☎ 24・1119）

台風・大雨に
注意しましょう

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
制

度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

９
月
１
日
～
10
日
は
屋
外
広
告

物
の
適
正
化
期
間

八
女
市
緑
の
募
金
助
成
事
業

竹
の
買
い
取
り
に
つ
い
て

■八女筑後看護専門学校
◦募集科＝准看護科・看護科
◦問い合わせ＝同校
　准看護科（☎ 23・6284）
　看護科（☎ 24・4877）

各種学校学生等募集案内

詳細はこちら



おたんじょうびおめでとう

でっけえ大人に俺はな
る！

穴見 真
ま

央
お

 ちゃん

R3年9月4日生（本町）

祝１歳！つーちゃんの笑
顔が皆の癒しです♡大好
きだよ！んぎ～♪

森 司
つか

善
さ

 ちゃん

R3年9月9日生（蒲原）

坂見 太
たい

瑶
よう

 ちゃん

R3年9月18日生（室岡）
辻 琢

たく

斗
と

 ちゃん

R3年9月20日生（馬場）

いつも元気をくれてあり
がとう。大きくなったら
外でいっぱい遊ぼうね。

土田 結
ゆ

葵
あ

 ちゃん

R3年9月12日生（蒲原）

1 歳おめでとう♡お姉
ちゃんと仲良く元気に過
ごしてね。

竹村 美
み

月
ずき

 ちゃん

R3年9月4日生（蒲原）

1 歳おめでとう！元気に
すくすく大きくなって
ね。だいすき♡

宮園 笑
えみ

瑠
る

 ちゃん

R3年9月6日生（吉田）

産まれてきてくれてあり
がとう。魁俐の笑顔はマ
マとパパの宝だよ♡

内藤 魁
かい

俐
り

 ちゃん

R3年9月13日生（稲富）

足立 澪
みお

 ちゃん

R3年9月22日生（馬場）

生まれてきてくれてあり
がとう！福いっぱい幸せ
になぁれ♡

あおくん！１歳おめでと
う☆いっぱい食べて元気
に大きく育ってね♡

原口 福
ふく

助
すけ

 ちゃん 幸野 碧
あお

心
と

 ちゃん

R3年9月22日生（蒲原） R3年9月27日生（本村）

産まれてきてくれてあり
がとう。元気に育ってね。

西江 諒
あさ

桧
ひ

 ちゃん

R3年9月14日生（蒲原）

美心ちゃんの笑顔がみん
な大好きだよ♡生まれて
きてくれてありがとう‼

福島 美
み

心
こ

 ちゃん

R3年9月6日生（宅間田）

お兄ちゃんお姉ちゃんと
元気に大きくなってね。

野口 純
すみ

央
ひろ

 ちゃん

R3年9月7日生（本村）

お姉ちゃん大好きりい
ちゃん♡元気にすくすく大
きく育ってね！

鍋田 莉
り

衣
い

 ちゃん

R3年9月15日生（室岡）

１歳の誕生日おめでとう
‼凪ちゃんの笑顔が、み
んな大好きです♡

西尾 凪
なぎさ

 ちゃん

R3年9月18日生（立野）

せいちゃん１歳おめでと
う♡ず～っと大好きだよ
～♡

鹿野 晟
せい

大
た

 ちゃん

R3年9月8日生（立花町山崎）

祝１歳♡笑顔で皆を癒し
てくれる太瑶くん。だいす
きだよ♡大きくなぁれ‼

たっくん！１歳おめで
とう♡これからも元気に
育ってね！大好きだよ♡

生まれてきてくれてあり
がとう♡これからも沢山
の笑顔をみせてね。

　　
８
月
６
日
、
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
平
和
の
広
場
に
お
い
て
、
八

女
市
平
和
祈
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和
20
年
８
月
６
日
午

前
８
時
15
分
、
広
島
に
人
類
史
上
初
め
て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
、広
島
を
焦
土
と
化
し
た
そ
の
火
が
、遠
く
離
れ
た
星
野
村
で
、

今
も
な
お
燃
え
続
け
て
い
ま
す
。
▼▼
こ
の
火
は
星
野
村
で
生
ま
れ

育
っ
た
故
山
本
達
雄
氏
に
よ
っ
て
広
島
か
ら
星
野
村
へ
持
ち
帰
ら

れ
、
原
爆
犠
牲
者
の
供
養
の
火
と
し
て
23
年
間
、
ご
家
族
と
と

も
に
守
り
灯
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
意
志
は
平
和
へ
の
願
い
と

と
も
に
、
昭
和
43
年
に
星
野
村
へ
、
平
成
22
年
に
は
八
女
市
へ
と

引
き
継
が
れ
、
現
在
も
争
い
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
っ
て
平
和

の
塔
に
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
平
和
の
火
は
全
国
の
18
団
体

へ
と
分
火
さ
れ
て
お
り
、
平
和
運
動
の
灯
火
と
し
て
、
全
国
各
地

で
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼▼
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
願
い
と
は
裏

腹
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
は
じ
め
、
世
界
の
一

部
の
地
域
で
は
、
今
も
な
お
戦
争
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い

る
の
も
現
実
で
す
。
戦
後
77
年
を
迎
え
、
戦
争
を
経
験
さ
れ
た

方
々
も
年
々
少
な
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
方
々
の

経
験
を
次
世
代
へ
と
伝
え
、
戦
争
に
よ
る
平
和
は
絶
対
に
な
い
こ

と
を
語
り
伝
え
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。
▼▼
一
人
一
人
の
力
は

微
力
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
一つ
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
平

和
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
平

和
で
穏
や
か
な
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
平
和
の
火
を
八
女
市
民
の
平

和
祈
願
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
永
遠
に
灯
し
続
け
て
い
き

ま
す
。

「平和への祈り」

市市長長ココララムム91

八女市平和祈念式典の
献花の様子

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

１歳のお誕生日おめでと
う！生まれてきてくれてあ
りがとう。大好きだよ～♡

西尾 奈
な

津
つ

來
き

 ちゃん

R3年9月30日生（黒木町本分)

あなたの投稿が広報紙に！？あなたの投稿が広報紙に！？
ハッシュタグ八女ハッシュタグ八女
「新コーナー」「新コーナー」

9月の「お題」9月の「お題」

＃
＃夏八女＃夏八女

　毎月テーマを変えてI
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram上で八女の魅力
を集めます。
　９月も引き続き「＃夏八女」を募集します！
　ご自身のInstagramアカウントで「＃夏八女」
「＃ハッシュタグ八女」と付けて、ぜひ投稿をお願
いします。素敵な投稿は、広報八女や公式SNSで
ご紹介させていただく場合があります。


	1233_表紙
	1233_本文
	1233_表紙

